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ラ
サ
ン
体
制
(
↓、七
〇
五
i
一
七
二
七
)
の
構
造
と
そ
の
解
体
過
程
に
つ
い
て
手
塚
利
彰
は
じ
め
に
一
、
ラ
サ
ン
体
制
の
構
造
二
、
一
七
一
七
年
以
後
の
ラ
サ
ン
体
制
お
わ
り
に
は
じ
め
に
十
七
世
紀
前
半
の
チ
ベ
ッ
ト
で
は
ハ
、ウ
ィ
を
中
心
と
す
る
ゲ
ル
ク
パ
支
持
勢
力
と
ツ
ァ
ン
を
中
心
と
す
る
カ
ル
マ
パ
支
持
勢
力
の
抗
争
が
続
い
て
い
た
。
ゲ
ル
ク
パ
を
信
仰
す
る
グ
シ
ハ
ン
は
、
一
六
三
六
年
か
ら
ホ
シ
ョ
ー
ト
部
や
ジ
チ
ン
ガ
ル
部
を
率
い
て
敵
対
勢
力
の
平
完
に
着
手
し
、
一
六
三
七
年
に
青
海
、
一
六
四
〇
年
に
カ
ム
、
一
六
四
二
年
に
ツ
ァ
ン
を
征
服
し
で
、
「唐
古
特
四
大
部
落
」
す
な
わ
ち
　　
　
チ
ベ
ッ
ト
全
土
を
「
奄
有
」
し
た
。
そ
の
間
、
}
六
三
九
年
ま
で
に
、
ホ
シ
ョ
ー
ト
族
の
ケ
ち
グ
シ
ハ
ン
に
従
う
者
が
イ
リ
か
ら
青
海
を
ぞ
　
中
心
と
し
た
地
域
に
移
住
し
、
青
海
ホ
シ
ョ
ー
ト
部
が
成
立
し
て
い
る
。
グ
シ
ハ
ン
は
青
海
征
服
後
ラ
サ
に
の
ぼ
り
、
ダ
ラ
イ
ラ
ア
か
ら
　
ヨ
　
王
を
意
味
す
る
ー
「
ギ
ャ
ル
ポ
」
・の
称
号
を
受
け
た
が
、
ツ
ァ
ン
征
服
後
あ
ら
た
め
て
「
チ
ベ
ッ
ト
三
州
。
び
皀
訂
翳
ρ
ヨ
の
王
と
な
っ
ラ
サ
ン
体
制
(
一
七
〇
五
-
一
七
二
七
)
の
構
造
と
そ
の
解
体
過
程
に
つ
い
て
九
三
九
四
　る
　
て
L
、
こ
こ
に
チ
ベ
,ッ
ト
に
お
け
る
〃
ホ
シ
ョ
ー
ト
王
国
"
が
成
立
し
た
。
-
青
海
ホ
シ
ョ
ー
ト
部
が
青
海
に
本
拠
地
を
置
き
、
青
海
や
カ
ム
の
チ
ベ
ヅ
ト
人
な
ど
を
貢
納
民
と
し
て
い
た
こ
と
は
清
朝
史
料
に
み
・κ
麓
ま
た
酥
灘
地
瑜
で
も
・
ナ
ク
ツ
ァ
ン
・
ナ
ク
シ
・
・
ボ
ル
ガ
シ
な
ど
の
牧
畜
地
帯
に
ホ
シ
厂
圭
族
の
属
領
が
設
定
さ
れ
て
い
甥
ひ】
ま
だ
、
ミ
リ
や
デ
ル
ゲ
の
よ
う
に
ホ
シ
ョ
ー
ト
部
の
軍
事
活
動
に
協
力
し
、
ま
た
は
抵
抗
せ
ず
に
地
位
や
領
地
を
保
持
し
た
地
方
領
主
も
存
在
し
麓
四
よ
っ
て
ホ
シ
ョ
ー
ト
王
国
の
チ
ベ
ッ
ト
支
配
体
制
は
、
・
ホ
シ
ョ
ー
ト
部
の
一
部
と
属
領
を
配
分
さ
れ
た
グ
シ
ハ
ン
の
諸
子
や
、
そ
れ
ぞ
れ
ホ
シ
ョ
ー
ト
部
に
対
す
る
従
属
の
度
合
い
に
様
々
な
差
が
あ
る
地
方
政
権
が
、
ギ
ャ
ル
ポ
を
宗
主
と
し
て
各
地
に
割
拠
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。
ラ
サ
政
府
〔デ
ブ
払
寺
の
活
仏
ダ
ラ
イ
ラ
マ
五
世
を
擁
す
る
同
寺
の
執
事
斗
』
コ
σq
o
ソ
ェ
ナ
ム
ラ
プ
テ
ン
が
首
班
た
る
デ
シ
に
任
命
さ
れ
て
ラ
サ
に
設
立
さ
れ
た
行
政
機
構
。
シ
ャ
カ
ヅ
パ
は
"
ガ
ン
デ
ン
ポ
タ
ン
"
と
呼
称
(
の
り℃
H宀
℃
℃
°
H
ド
μ
)
〕
に
つ
い
て
は
、
そ
の
発
足
に
あ
た
咳
グ
シ
ハ
ン
が
「
す
　
お
チ
ベ
ッ
ト
十
三
万
戸
ぴ
o
飢
犀
ぼ
凶
・゚犀
○
目
ぴ
o
偉
σq
°。
仁
ヨ
」
を
献
上
し
た
)と
か
「
〃
衛
蔵
両
処
"
を
ク
達
蘭
嘛
゜
班
禅
喇
墜
に
布
施
し
て
善
火
田
地
"
と
し
織
レ
と
い
う
記
事
が
見
ら
れ
る
点
か
ら
み
て
、
シ
ャ
カ
・
パ
の
い
う
よ
う
な
「東
は
打
箭
鑪
か
ら
西
は
ラ
ダ
ッ
ク
国
境
に
至
る
ま
で
の
全
チ
ベ
ッ
ト
(↓
凵℃
国
"
噂
H゚
HH
)」
の
政
府
で
は
な
く
、
ウ
ィ
、
ツ
ァ
ン
の
一
部
地
域
に
限
定
さ
れ
た
範
囲
の
み
を
管
轄
す
る
地
方
組
織
に
す
ぎ
な
か
っ
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
し
か
し
こ
れ
が
ホ
シ
ョ
ー
ト
王
国
の
支
配
を
受
け
な
い
独
立
政
権
だ
っ
た
の
か
、
ギ
ャ
ル
ポ
宗
主
下
の
地
方
領
主
だ
っ
た
の
か
、
ギ
ャ
ル
ポ
属
領
の
管
理
機
関
に
す
ぎ
な
か
っ
た
の
か
な
ど
ギ
ャ
ル
ポ
や
ホ
シ
ョ
ー
ト
部
と
の
間
に
い
か
な
る
関
係
に
あ
っ
た
の
か
に
つ
い
て
は
、
ラ
サ
ン
以
前
の
状
況
に
つ
い
て
は
ま
だ
解
明
さ
れ
て
い
な
い
。
し
か
し
ホ
シ
ョ
ー
ト
王
国
末
期
、
ラ
サ
ン
以
後
は
明
確
と
な
る
。
一
七
〇
三
年
に
ギ
ャ
ル
ポ
と
な
っ
た
ラ
サ
ン
は
、
一
七
〇
五
年
に
デ
シ
゜
サ
ン
ギ
ェ
ギ
ャ
ム
ツ
ォ
を
打
倒
し
脳
ホ
シ
ョ
ー
ド
人
の
配
下
を
カ
ロ
ン
(閣
僚
)
と
し
て
送
り
込
ん
み
、
ラ
サ
政
府
を
ギ
ャ
ル
ポ
の
手
に
直
接
掌
握
し
煙
の
で
蹴
る
。
本
稿
で
は
ラ
サ
ソ
に
よ
っ
て
樹
立
ざ
れ
た
、
ホ
シ
ョ
ー
ト
部
が
直
接
に
ラ
サ
政
府
を
支
配
す
る
体
制
を
、
ラ
サ
ン
の
死
後
も
含
め
て
ク
ラ
サ
ン
体
制
"
と
呼
ぶ
こ
と
に
す
る
。
、
ペ
テ
ッ
ク
氏
は
O
日
に
お
い
て
、
ラ
サ
ン
政
権
の
構
造
に
つ
い
て
も
詳
し
く
触
れ
て
い
る
が
、
ラ
サ
ン
の
権
力
基
盤
で
あ
る
ホ
シ
ョ
ー
ト
集
団
に
か
ん
す
る
氏
の
見
解
に
も
首
を
か
し
げ
ざ
る
を
え
な
い
点
が
多
々
あ
る
。
本
稿
で
は
ラ
サ
ン
の
西
蔵
支
配
の
基
盤
で
あ
る
ホ
シ
ョ
ー
ト
集
団
の
組
織
構
造
の
解
明
を
中
心
と
し
て
、
ラ
サ
ン
体
制
の
構
造
と
そ
の
解
体
過
程
つ
い
て
考
察
し
た
い
。
な
お
、
ホ
シ
ョ
ー
ト
(
　
)
王
族
の
系
譜
は
石
濱
一
九
八
八
1
3
の
方
式
に
準
じ
て
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
と
数
字
の
組
み
合
わ
せ
に
よ
り
示
す
も
の
と
す
る
。
一
、
ラ
サ
ソ
体
制
の
構
造
.
ラ
サ
ン
が
ラ
サ
政
府
に
配
し
た
部
下
に
つ
い
て
は
、
ペ
テ
ッ
ク
氏
に
詳
し
,>
(
N
o
te
,
p
p
.
2
7
8
-
1
8
0
)
°
ペ
テ
ツ
ク
琉
は
、
ラ
サ
ン
が
テ
サ
政
府
に
対
し
て
グ
シ
ハ
ン
も
行
使
し
え
な
か
っ
た
絶
対
権
力
を
握
っ
た
と
す
る
一
方
(
○
β
や
ト。
隣
O
)
、
ラ
サ
ン
A
1
B
1
C
2
が
掌
握
す
る
ホ
シ
ョ
ー
ト
集
団
の
規
模
に
つ
い
て
は
き
わ
め
て
小
規
模
な
も
の
と
考
え
N
い
る
(
C
T
,
p
.
2
4
0
,
N
o
te
,
p
p
°
2
7
8
-
2
7
9
)
°
彼
は
グ
シ
ハ
ン
の
諸
子
に
よ
る
遺
産
の
相
続
に
つ
い
て
、
青
海
地
方
に
お
け
る
牧
地
と
部
衆
は
傍
系
の
九
子
の
間
で
、
と
く
に
末
子
に
手
厚
く
分
配
さ
れ
、
ギ
ャ
ル
ポ
位
を
継
承
し
た
ダ
ヤ
ン
諺
H
切
ド
は
「
チ
ベ
ッ
ト
〔
野
本
稿
で
い
う
西
蔵
〕
に
お
け
る
父
〔
1ー
グ
シ
ハ
ン
〕
の
権
利
と
残
留
し
た
〔
ホ
シ
ョ
ー
ト
〕
部
民
に
対
す
る
指
導
権
」
だ
け
を
継
承
し
た
と
考
え
(
O
β
℃
°
卜。
隣
O
)
、
そ
の
た
め
即
位
前
の
ラ
サ
ン
や
ス
ル
ジ
ャ
が
青
海
で
活
動
し
て
い
た
こ
と
を
指
摘
し
な
が
ら
(
N
o
te
,
p
p
°
2
6
8
,
2
8
4
)
青
海
に
は
ギ
ャ
ル
ポ
の
地
盤
が
存
在
し
な
い
と
考
え
て
い
る
。
ま
た
西
蔵
に
「
残
留
し
た
部
民
」
に
つ
い
て
も
、
ラ
サ
西
北
の
ナ
ム
ツ
ォ
湖
畔
の
ダ
ム
に
配
置
さ
れ
た
集
団
だ
け
を
取
り
上
げ
て
い
る
。
こ
の
見
解
に
対
し
、
以
下
、
青
海
、
西
蔵
そ
れ
ぞ
れ
に
お
け
る
ギ
ャ
ル
ポ
直
属
の
ホ
シ
ョ
:
ト
集
団
の
組
織
と
、
青
海
に
お
け
る
ギ
ャ
ル
ポ
支
持
派
の
勢
力
に
つ
い
て
み
る
。
ま
ず
、
1
青
海
に
お
け
る
ギ
ャ
ル
ポ
の
勢
力
青
海
に
お
け
る
ギ
ャ
ル
ポ
直
属
の
集
団
に
つ
い
て
。
佐
藤
長
氏
は
、
清
朝
の
青
海
ホ
シ
ョ
ー
ト
部
征
服
の
結
果
成
立
し
た
青
海
ラ
サ
ソ
体
制
(
一
七
〇
五
-
一
七
二
七
)
の
構
造
と
そ
の
解
体
過
程
に
つ
い
て
九
五
九
六
二
十
九
旗
の
う
ち
、
北
前
旗
・
南
右
翼
後
旗
・
南
左
翼
後
旗
が
ヅ
ヤ
ン
の
子
孫
を
祖
と
し
て
青
海
の
東
岸
か
ら
北
岸
に
か
け
て
分
布
し
て
い
る
こ
と
を
示
し
、
実
際
に
は
ギ
ャ
ル
ポ
で
あ
る
ダ
ヤ
ン
も
ま
た
青
海
湖
近
辺
に
牧
地
を
配
分
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
(
佐
藤
一
九
七
三
1
2
、
隱
4゚
43
,
4
46
-4
47
)°
ま
た
加
藤
直
人
氏
は
「
下
北
塔
」
の
モ
ン
ゴ
ル
人
ム
ス
リ
ム
の
村
の
一
部
が
ラ
サ
ン
の
第
二
子
ス
ル
ジ
ャ
諺
日
ド
O
"。U
鱒
の
属
領
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
、
ラ
サ
ン
期
に
お
い
て
も
青
海
に
ギ
ャ
ル
ポ
の
地
盤
が
あ
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
(加
藤
一
九
八
六
℃
や
ωQ。
"
俸
◎。)
。
以
下
青
海
に
お
け
る
ギ
ャ
ル
ポ
の
勢
力
を
み
て
ゆ
こ
う
。
康
熙
末
年
の
状
況
を
描
い
た
輿
地
秘
図
に
は
ボ
ロ
チ
ュ
ン
ク
ク
河
上
流
(第
四
排
第
四
号
)
に
ス
ル
ジ
ャ
の
天
幕
が
描
か
れ
て
い
る
。
ま
た
ダ
ラ
イ
ラ
マ
の
選
定
を
巡
っ
て
青
海
の
ホ
シ
ョ
ー
ト
王
族
が
二
つ
に
割
れ
た
際
、
ス
ル
ジ
ャ
の
名
が
、
、
一
方
を
代
表
す
る
「
五
家
」
、
の
一
つ
と
し
て
挙
が
っ
て
お
題
彼
が
単
な
る
蒔
的
な
滞
在
者
で
は
な
く
、
青
海
に
お
け
る
ひ
と
つ
の
勢
力
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
な
　
る
。
五
家
の
他
の
メ
ン
バ
ー
を
見
る
と
、
・
ア
ラ
ブ
タ
ン
オ
ン
ボ
・諺
H
bd
ω
O
b。
は
兵
力
一
〇
〇
〇
弱
、
プ
ン
ス
ク
ワ
ン
ジ
汐
ル
諺
①
Ud
◎。
-
O
卜。
U
ド
は
=
一〇
Ω
隴
耐
兵
力
一
〇
〇
〇
弱
・
向
じ
く
ダ
ヤ
ン
A
6
B
4
C
1
は
1
111五
〇
戸
、
セ
プ
テ
ン
ジ
ャ
ル
は
六
〇
〇
戸
で
兵
力
二
〇
〇
弱
で
あ
り
、
ス
ル
ジ
ャ
も
こ
れ
ら
に
匹
敵
す
る
勢
力
を
有
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
9
ラ
サ
ン
が
ス
ル
ジ
ャ
に
六
〇
〇
の
従
者
を
付
け
て
青
海
に
派
遣
し
畑
ガ
は
一
七
一
四
年
で
あ
輪
W
長
子
ガ
ル
ダ
ン
ダ
ン
ジ
ン
A
l
B
1
C
2
D
1
も
イ
リ
に
発
つ
以
前
は
西
蔵
に
い
.i?
(
C
T
,
　
の
　
p
.
2
8
)
°
即
位
以
前
の
ラ
サ
ン
が
青
海
も
拠
点
と
し
て
い
た
こ
と
、
ま
た
ラ
サ
ン
が
ラ
サ
政
府
を
掌
握
す
る
以
前
、
ニ
フ
サ
ン
と
デ
シ
・
サ
　ふ
　
ン
ギ
ェ
ギ
ャ
ム
ツ
ォ
の
対
立
に
際
し
ラ
サ
ン
が
青
海
へ
往
く
よ
う
求
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
ラ
サ
ン
が
青
海
に
も
地
盤
を
有
し
の
ロ
　
れ
　
て
い
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
青
海
ジ
ュ
ン
ガ
ル
の
烏
巴
什
車
臣
斉
桑
な
る
者
は
一
六
九
六
年
に
父
と
と
も
に
ラ
サ
ン
の
先
代
グ
ン
チ
ュ
ク
に
庇
護
を
求
め
て
以
来
、
一
七
一
七
年
に
ス
ル
ジ
ャ
の
従
者
宏
し
て
西
蔵
へ
赴
く
ま
で
ず
っ
と
ボ
ロ
チ
'鋳
ン
ク
ク
に
居
住
し
て
い
た
と
述
べ
て
い
る
(
稿
八
27
左
・
摺
五
35
右
)
。
す
な
わ
ち
ス
ル
ジ
ャ
の
勢
力
は
彼
の
青
海
派
遣
と
と
も
に
新
た
に
築
か
れ
た
も
の
で
は
な
く
、
ギ
ャ
ル
ポ
一
家
伝
来
の
も
の
で
あ
る
。
次
に
、
ギ
ャ
ル
ポ
と
他
の
ホ
シ
ョ
ー
ト
王
族
と
の
関
係
に
つ
い
て
。
ラ
サ
ン
は
デ
シ
・
サ
ン
ギ
ェ
ギ
ャ
ム
ツ
ォ
を
打
倒
す
る
と
一
デ
シ
が
ダ
ラ
イ
ラ
マ
六
世
と
し
て
即
位
さ
せ
て
い
た
ツ
ア
ン
ヤ
ン
ギ
+
ム
ツ
ォ
を
廃
位
し
て
、
か
わ
り
に
イ
ェ
シ
ュ
ギ
+
ム
ツ
ォ
を
立
て
た
。
ー
ホ
シ
ョ
ー
ト
王
族
た
ち
の
中
で
こ
の
措
置
を
支
持
す
る
者
が
ラ
サ
ン
派
、
反
対
し
て
ツ
ァ
ン
ヤ
ン
ギ
ャ
ム
ッ
冴
の
生
ま
れ
か
わ
り
と
さ
れ
る
カ
ル
サ
ン
ギ
匝
ム
ツ
ォ
を
イ
ェ
シ
ェ
ギ
ャ
ム
ツ
ォ
の
対
抗
馬
と
し
て
擁
立
し
た
者
が
反
ラ
サ
ン
派
と
い
え
る
。
隠
ペ
テ
ッ
ク
氏
は
ラ
サ
ン
の
こ
の
措
置
を
巡
っ
て
ホ
シ
ョ
ー
ト
部
が
二
つ
で
は
な
く
三
つ
に
割
れ
た
と
考
え
て
い
る
9
す
な
わ
ち
ホ
シ
ョ
ー
ト
王
族
は
ス
ル
ジ
ャ
も
含
め
み
な
ラ
サ
ン
の
措
置
に
反
対
で
、
そ
の
中
で
さ
ら
に
,ラ
サ
ジ
と
戦
っ
て
カ
ル
ザ
ン
ギ
ャ
ム
ツ
ォ
を
ラ
サ
で
即
位
さ
せ
よ
う
と
す
る
一
派
と
、
清
朝
の
引
き
渡
し
要
求
に
応
じ
る
よ
う
求
め
る
一
派
に
割
れ
た
と
す
る
の
N
あ
る
(
N
o
te
,
p
.
2
8
4
)
°
し
か
し
清
朝
が
カ
ル
サ
ン
ギ
ャ
ム
ツ
ォ
を
真
の
ダ
ラ
イ
ラ
マ
と
し
て
認
め
る
の
は
ラ
サ
ン
の
死
後
で
あ
り
、
そ
れ
ま
で
は
一
貫
し
て
イ
ェ
シ
ェ
ギ
ャ
ム
ヅ
ォ
を
擁
す
る
ラ
サ
ン
を
支
持
し
、
カ
ル
サ
ン
ギ
ャ
ム
ツ
ォ
の
真
偽
を
検
討
す
る
よ
う
求
め
る
反
ラ
サ
ン
派
に
冷
淡
な
態
度
(14
)
を
取
軌
続
け
た
(
石
濱
一
九
八
八
ー
2
、
p
.
2
1
0
)
°
清
朝
が
カ
ル
サ
ン
を
手
中
に
収
め
る
と
い
ヶ
こ
と
は
、
イ
ェ
シ
ェ
ギ
ャ
ム
ツ
ォ
の
地
位
を
脅
か
す
ラ
イ
バ
ル
を
そ
の
支
持
母
体
か
ら
切
り
離
し
て
隔
離
す
る
こ
と
で
あ
り
、
非
常
に
有
効
な
ラ
サ
ン
支
援
で
あ
る
(
跨
β
歹
1
5
2
,
l
3
6
～
)
。
よ
っ
て
ホ
シ
ョ
ー
ト
王
族
で
カ
ル
サ
ン
を
清
朝
に
委
ね
よ
う
求
め
る
一
派
は
明
ら
か
に
ラ
サ
ツ
派
と
い
え
る
。
h
・
こ
の
一
派
に
属
す
る
の
は
上
述
の
「
五
家
」
の
面
々
で
、
ス
ル
ジ
ャ
、
ア
.ラ
ブ
タ
ン
オ
ン
ボ
は
と
も
に
左
翼
の
ダ
ヤ
ン
A
1
S
1
.
5̀
系
統
に
属
し
、
プ
ン
ス
ク
ワ
ン
ジ
ャ
ル
、
ダ
ヤ
ン
A
6
S
4
C
1
は
と
も
に
右
翼
の
グ
シ
汗
の
第
弓六
子
ド
ル
ジ
の
系
統
に
属
し
、
セ
プ
テ
ン
ジ
・
ヤ
ル
は
青
海
ジ
ュ
ン
ガ
ル
に
属
す
る
。
.
＼
"・:
乞
'
。
.
、
、
¥
曜
ト
ビ
.
∵
い
ご
∴
:
ぺ
、
..・こ
れ
に
対
し
、
ツ
ァ
ン
ヤ
ン
ギ
ャ
ム
ツ
ォ
の
生
ま
れ
変
わ
り
を
探
し
た
り
、
カ
ル
サ
ン
ギ
ャ
ム
ツ
ォ
を
ダ
ラ
イ
ラ
マ
と
し
て
擁
立
し
よ
ヶ
と
し
た
ヶ
瀧
こ
れ
を
ダ
ラ
イ
ラ
マ
と
し
て
礼
拝
し
た
り
す
る
な
ど
、
イ
属
シ
ェ
ギ
ャ
ム
ツ
弗
塗
否
定
す
る
行
瀚
ダ
行
っ
た
人
物
を
・
、
ダ
ヲ
そ
ラ
マ
七
世
の
伝
記
か
ら
拾
っ
て
み
ゐ
と
さ
①
メ
ル
ゲ
ジ
ダ
イ
チ
シ
-A
2
B
2
"
C
2
"
・
,
②
チ
ン
ホ
ン
タ
イ
ジ
諺
2
B
2
C
1
ウ
1
、
③
ラ
プ
テ
契
ノ
ヨ
ジ
諺
さ。
窓
、
④
ヰ
を
デ
ニ
エ
ル
ケ
A
4
B
1
C
1
'
・　
t{
ル
ケ
ダ
イ
チ
ジ
A
5
S
2
C
1
'D
1
、
⑥
ツ
ェ
ウ
ン
ラ
プ
テ
シ
諺
α
露
O
b。
U
H
嘩
、
⑦
ジ
ュ
.
ン
ワ
ン
.
エ
ル
デ
ニ
ジ
ノ
ン
A
5
S
Z
6
3
、
⑧
テ
ジ
・キ
ro
.1
.
A
5
B
2
C
4
b
1
、
⑨
ダ
ヤ
ン
・
ホ
ン
タ
イ
:ti
A
6
B
4
G
1
、
⑩̀
ガ
ワ
ン
ラ
サ
ソ
体
制
(
一
七
〇
五
-
一
七
二
七
)
の
構
造
と
そ
の
解
体
過
程
に
つ
い
て
九
七
九
八
　ム
　
チ
.ユ
ソ
ペ
ル
A
7
B
1
C
1
、
㊨
タ
シ
ト
ン
ド
ブ
A
7
B
6
(
A
7
B
6
C
1
)
'
⑫
ロ
サ
ン
テ
ン
キ
ョ
ン
ラ
プ
テ
ン
〉
刈
切
心
9
、
⑬
エ
ル
デ
ニ
ボ
　
　
　
ジ
盞
タ
ト
跨
Q露
O
H
(U
H×
⑭
チ
ン
ワ
ン
・
バ
ー
ト
ル
タ
イ
ジ
(
〉
巳
)
、
⑮
ロ
ブ
サ
ン
ダ
ン
ジ
ン
(諺
HO
しd
N)
、
⑯
エ
ル
ケ
タ
イ
ジ
、
⑰
ザ
レ
グ
ジ
粥
遍
戸
⑱
ダ
シ
プ
ジ
ツ
瀚
⑲
ダ
ラ
イ
ホ
ン
タ
イ
瀚
ガ
ど
の
名
が
見
ら
れ
る
。
こ
の
う
ち
⑨
ダ
ヤ
ン
・
ホ
ン
タ
イ
ジ
は
先
.述
の
、
「
五
家
」
,の
↓
人
で
あ
ケ
、
彼
の
場
合
カ
ル
サ
ン
を
礼
拝
し
た
の
は
晒
真
の
ダ
ラ
イ
ラ
ヤ
と
認
め
て
の
こ
と
で
は
な
か
っ
た
こ
と
が
わ
か
み
。
ダ
ブ
イ
ヲ
々
の
選
定
を
巡
る
問
題
で
名
の
挙
が
っ
た
ホ
シ
ョ
ー
ト
王
族
の
系
統
を
見
て
み
る
と
、
ラ
サ
ン
派
は
左
翼
の
ダ
ヤ
ン
系
、
右
翼
め
甘
ル
ジ
系
、
反
ラ
サ
ゾ
派
は
左
翼
の
オ
ン
ボ
系
、
ダ
ラ
ン
タ
イ
系
、
右
翼
の
イ
ル
ド
ゥ
チ
系
、
フ
ル
ム
シ
系
、
タ
シ
バ
ー
ト
ル
系
と
空
諸
子
の
系
統
別
に
明
確
に
区
分
さ
れ
て
い
る
。
一
つ
の
系
統
が
分
裂
し
て
両
陣
営
に
参
加
し
た
例
は
見
え
ず
、
お
そ
ら
く
各
系
統
は
そ
れ
ぞ
れ
団
結
し
て
行
動
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
'ア
ヨ
シ
系
や
サ
ン
ガ
ル
ジ
ャ
系
、
グ
シ
ハ
ン
の
諸
弟
の
系
統
、
セ
プ
テ
ン
ジ
ャ
ル
を
除
く
非
ホ
シ
ョ
ー
ト
王
公
に
属
す
る
人
物
は
い
ず
れ
の
側
に
も
名
が
見
え
な
い
。
・
以
上
よ
り
、
青
海
に
お
け
る
ギ
ャ
ル
ポ
の
勢
力
は
、
ス
ル
ジ
ャ
が
預
か
る
ギ
ャ
ル
ポ
の
直
属
集
団
に
加
え
て
、
ダ
ヤ
ン
系
、
ド
ル
ジ
系
の
傍
系
王
族
や
青
海
ジ
ュ
ン
ガ
ル
な
ど
か
ら
構
成
さ
れ
て
お
り
、
反
ラ
サ
ン
派
の
五
系
統
の
王
族
た
ち
と
対
立
し
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
2
西
蔵
に
お
け
る
ホ
シ
ョ
ー
ト
集
団
ラ
サ
ン
の
治
世
中
、
西
蔵
に
お
け
る
ホ
シ
ョ
ー
ト
集
団
は
、
ダ
ム
と
ガ
ル
ト
ク
〔現
ガ
/
s
g
a
r
、
ガ
リ
地
方
中
部
〕
に
配
置
さ
れ
て
い
た
。
ゾ
ソ
ダ
ム
は
現
行
の
行
政
区
分
で
は
ダ
ム
シ
ュ
/
宗
('d
a
tn
g
z
h
u
n
g
.rd
zon
g
当
雄
県
)
に
あ
た
り
、
一
九
五
八
年
当
時
の
ダ
ム
シ
ュ
ン
を
調
査
し
た
「当
雄
宗
調
査
報
告
」
に
よ
れ
ば
、
こ
の
宗
は
、
グ
シ
ハ
ン
が
チ
ベ
ッ
ト
平
定
時
に
伴
っ
て
き
た
五
〇
〇
余
人
を
ダ
ム
の
地　ゆ
　
を
選
ん
で
駐
屯
さ
せ
た
こ
と
に
由
来
す
る
と
い
う
(
p
.2
逡
)。
清
朝
史
料
に
も
「
達
穆
蒙
古
」
の
起
源
と
し
て
同
様
の
内
容
を
記
す
も
の
が
あ
り
、
た
だ
し
そ
の
規
模
は
「
五
百
三
十
八
戸
」
と
す
る
。
こ
れ
よ
り
約
七
十
年
後
、
ラ
サ
ン
が
サ
ン
ギ
ェ
ギ
ャ
ム
ツ
ォ
を
打
倒
し
た
際
の
兵
力
も
「
五
〇
〇
ば
か
り
(P
S
J
Z
,
108
a
1:)」
で
あ
り
、
五
百
を
単
位
と
し
た
行
政
組
織
の
存
在
が
伺
え
る
。
一
七
二
七
年
以
後
お
　
の
制
度
か
ら
類
推
す
る
と
、
ダ
ム
の
ホ
シ
ョ
ー
ト
集
団
を
構
成
す
る
五
つ
の
部
落
に
そ
れ
ぞ
れ
百
戸
が
置
か
れ
、
一
戸
に
つ
き
兵
一
を
徴
収
し
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
ガ
ル
ト
ク
の
部
隊
に
つ
い
て
、
デ
シ
デ
リ
は
一
七
一
五
年
の
状
況
と
し
て
「
タ
ル
タ
ル
人
の
強
力
な
一
隊
と
…
チ
ベ
ッ
ト
人
の
軍
隊
」
　　
　
か
ら
な
り
、
駐
屯
部
隊
は
定
期
的
に
交
代
す
る
こ
と
を
述
べ
て
い
る
。
こ
の
部
隊
は
グ
ン
チ
ュ
ク
A
x
B
x
s
治
世
中
の
一
六
八
四
年
ご
　お
　
ろ
、
対
ラ
ダ
ッ
ク
戦
争
の
後
に
設
置
さ
れ
た
も
の
で
、
初
代
司
令
官
の
名
か
ら
「
ガ
ン
デ
ン
ツ
ェ
ワ
ン
の
上
(
西
)
部
軍
d
g
a
'
ld
a
n
ts
h
e
d
b
a
n
g
g
i
s
to
d
d
m
a
g
」
と
よ
ば
れ
て
い
る
(
B
6
D
L
,
3
5
1
b
4
)
。
ガ
ン
デ
ン
ツ
ェ
ワ
ン
b
O
ゆ
b⊃
は
右
翼
の
長
ド
ル
ジ
諺
①
を
父
と
し
て
い
る
が
、
司
令
官
と
し
て
青
海
か
ら
西
蔵
に
赴
い
た
の
で
は
な
く
、
僧
侶
と
し
て
西
蔵
の
寺
院
に
い
た
の
が
就
任
し
煽
ボ
の
で
あ
り
、
配
下
の
ホ
シ
ョ
ー
ト
部
隊
二
五
〇
名
も
ド
ル
ジ
の
兵
で
な
く
「
ナ
ム
ツ
ォ
湖
畔
」
す
な
わ
ち
ダ
ム
か
ら
徴
収
し
て
い
rCa
(
M
B
T
J
,
1
5
a
4
)
°
M
B
T
J
に
は
こ
の
う
ち
「
数
百
人
」
が
「
ガ
リ
三
域
地
方
の
敵
対
者
の
肩
を
押
さ
え
込
む
木
枷
」
と
し
て
残
留
し
た
と
あ
り
(
2
2
b
3
-
4
)
、
最
大
で
も
二
五
〇
名
を
越
え
な
か
っ
た
こ
と
に
な
る
。
、
ラ
サ
ン
在
世
時
の
規
模
は
、
カ
ン
チ
ェ
ン
ネ
ー
が
一
七
二
〇
年
に
こ
の
部
隊
を
率
い
て
ジ
ュ
ン
ガ
ル
に
攻
勢
を
か
け
た
際
の
兵
力
が
、
彼
が
救
出
し
た
捕
虜
で
従
軍
し
た
者
も
含
め
て
「
二
百
人
」
と
あ
る
の
で
(
稿
十
三
14
右
・
摺
八
46
右
)
、
二
百
人
に
満
た
な
か
っ
た
こ
と
に
な
る
。
3
ラ
サ
ン
体
制
の
構
造
前
節
で
示
し
た
如
く
、
.ラ
サ
ン
の
直
属
集
団
を
含
む
ダ
ヤ
琶
系
ホ
シ
ョ
ー
ト
集
団
の
配
置
は
、
青
海
に
圧
倒
的
な
比
重
が
置
か
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
ダ
ヤ
ン
時
代
は
、
ギ
ャ
ル
ポ
自
身
の
所
在
は
と
も
か
く
、
ギ
ャ
ル
ポ
に
直
属
す
る
ホ
シ
ョ
ー
ト
集
団
の
本
体
が
青
海
に
あ
っ
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
ま
た
ラ
サ
ン
体
制
に
お
い
て
も
、
ラ
サ
ン
を
支
持
す
る
ダ
ヤ
ン
系
、
ド
ル
ジ
系
の
傍
系
王
族
を
考
慮
す
れ
ば
、
ギ
ャ
ル
ポ
が
直
接
掌
握
す
る
ホ
シ
ョ
ー
ト
集
団
の
規
模
が
青
海
と
西
蔵
で
さ
ほ
ど
差
が
な
い
と
し
て
も
、
そ
の
権
力
基
盤
の
重
心
は
ラ
サ
ン
体
制
(
一
七
〇
五
-
一
七
二
七
)
の
構
造
と
そ
の
解
体
過
程
に
つ
い
て
九
九
一
〇
〇
な
お
青
海
に
あ
っ
た
七
と
に
な
る
。
、
齟.
,
.
、
、
,
'
ラ
サ
ン
体
制
は
、
セ
の
よ
う
な
ホ
シ
ョ
:
ト
集
団
の
軍
事
力
を
背
景
乏
し
て
、
ギ
ャ
ル
ポ
乏
そ
の
側
近
た
ち
が
ラ
サ
政
府
を
掌
握
す
る
と
い
ち
も
の
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。
.
一
.
'
・
.、
,
.
.
轟
・
、
,
二
、
一
七
置一
七
年
以
後
の
ラ
サ
ソ
体
制
ジ
ュ
ン
ガ
ル
の
西
蔵
侵
攻
は
、
西
蔵
・
青
海
の
両
集
団
に
そ
れ
ぞ
れ
の
打
撃
を
与
え
た
。
　が
　
青
海
の
集
団
を
率
い
て
い
た
ス
ル
ジ
ャ
は
一
七
一
七
年
、
妻
チ
ャ
ソ
マ
ル
と
数
人
の
従
者
を
連
れ
て
西
蔵
に
赴
き
、
そ
の
ま
ま
西
蔵
で
父
ラ
サ
ン
と
と
も
に
ジ
ュ
ン
ガ
ル
を
迎
撃
し
た
。
ラ
サ
ン
は
戦
死
し
、
ス
ル
ジ
ャ
惣
は
じ
め
と
す
る
ラ
サ
ン
一
家
は
捕
虜
と
な
っ
て
ジ
ュ
ン
ガ
ル
本
国
へ
連
れ
去
ら
れ
た
(
Z
°
te
,
p
p
.
2
7
7
-
2
7
8
)
°
チ
ャ
ン
マ
ル
は
ジ
ュ
ン
ガ
ル
の
手
か
ら
逃
れ
て
清
国
の
哨
所
に
辿
り
着
き
、
本
拠
地
に
も
ど
つ
鉾
エ
レ
ン
ジ
ヤ
奈
補
隻
受
け
な
が
ら
青
海
の
集
団
を
統
率
し
た
。
た
だ
し
青
海
の
集
団
自
体
は
動
員
さ
れ
な
か
っ
た
た
め
ほ
と
ん
ど
打
撃
を
受
け
て
い
な
い
。
一
方
、
西
蔵
で
は
ダ
ム
の
部
隊
が
迎
撃
の
主
力
と
な
り
、
ラ
サ
ソ
敗
死
の
後
、
ホ
シ
超
1
　サ
　
ト
人
た
ち
は
殺
害
、
投
獄
、
流
刑
な
ど
の
措
置
を
受
け
た
。
`
ペ
テ
ッ
ク
氏
は
ジ
ュ
ン
ガ
ル
に
対
す
る
こ
の
ラ
サ
ン
の
敗
北
に
よ
っ
て
、'
ホ
シ
ョ
ー
ト
部
の
「
チ
ベ
ッ
ト
」
支
配
が
終
焉
し
た
と
み
な
し
て
い
瀚
酬
こ
れ
に
対
し
、
以
下
に
ラ
サ
ン
亡
き
後
も
ラ
サ
ン
体
制
が
継
続
し
た
こ
と
を
示
し
た
い
と
思
う
。
対
照
す
る
対
象
と
し
て
、
ラ
サ
政
府
に
お
け
る
ホ
シ
マ
ー
ト
人
カ
ロ
ン
(
閣
僚
)
、
権
力
基
盤
乏
し
て
の
ホ
シ
ョ
ー
ト
部
、
ギ
ャ
ル
ポ
を
取
り
上
げ
る
。
・
ー
ラ
サ
政
府
に
お
け
る
ホ
シ
ョ
ー
ト
人
カ
ロ
ン
ジ
ュ
ン
ガ
ル
の
撃
退
後
の
ラ
サ
政
府
の
状
況
に
つ
い
て
、
ペ
テ
ッ
ク
氏
は
清
朝
所
属
の
ハ
・ル
ハ
・
モ
ン
ゴ
ル
人
二
名
、
ホ
シ
蕊
ー
ト
王
族
二
名
.
チ
ベ
ッ
ト
貴
族
二
名
か
ら
な
る
臨
時
政
府
を
へ
て
、
一」七
二
一
年
に
純
粋
な
チ
ベ
ヅ
ト
人
政
府
が
成
立
し
た
と
す
る
(
乞
。
仲。
?
づ
』
Q。
団
)
。
「し
か
し
こ
の
政
府
の
三
カ
ロ
ン
の
一
人
カ
ン
チ
ェ
ン
ネ
ー
に
つ
い
て
は
、
ぽ
た
し
て
「
純
粋
な
チ
ベ
ッ
ト
人
」
」で
あ
る
か
ど
う
か
き
わ
め
て
疑
わ
し
い
。
ペ
テ
ッ
ク
氏
は
、
0
8
初
版
に
お
い
て
彼
と
デ
シ
デ
リ
の
記
録
(
諺
↓
)
に
登
場
す
る
ラ
サ
ン
の
「
タ
ル
タ
ル
人
」
重
臣
と
を
比
定
し
て
い
た
の
を
撤
回
し
、
彼
を
シ
匝
ン
出
身
(
A
G
,
p
°
9
)
6
`
チ
ベ
ッ
ト
人
と
し
た
。
し
か
し
そ
の
根
拠
は
示
さ
ず
、
＼
ダ
シ
デ
リ
の
「
タ
ル
タ
ル
人
」
,
重
臣
の
事
蹟
と
カ
シ
チ
ェ
ン
ネ
ー
の
行
動
と
が
一
致
し
な
い
こ
と
を
力
説
す
る
の
み
(
N
o
te
;
p
.2
8
0
)
で
あ
る
。
:
.
「
.
し
∵
匸
・
.
∴
.
r
∵
畠
,-(
,-+
)
1VI
B
T
J
、
ド
リ
ン
伝
の
一記
述
～
.
・
,
°
㌔
丶
彼
に
つ
い
て
、.
清
朝
史
料
の
多
く
は
k
h
a
n
g
�
li
e
n
n
�
s
'
を
音
写
し
た
「
康
済
薫
」
蕣
穹
゜
ぎ
巴
」
な
ど
と
表
記
す
瀚
)が
・
名
は
ソ
お
　
エ
ナ
ム
ギ
ャ
ル
ポ
び
。
o
山
、
9
日
ω
お
同
巴
b
o
.と
い
う
。
冨
切
↓
臼
で
は
こ
の
名
は
一
度
も
用
い
ら
れ
ず
、
ま
た
「
カ
ン
チ
ェ
ン
ネ
ー
」
と
、
ほ
ぼ
同
義
の
「
カ
ン
チ
ェ
ン
パ
」
合
わ
せ
て
十
六
回
し
か
用
い
ら
れ
ぬ
一
方
、
「
ダ
イ
チ
ン
」
が
一
三
六
回
(
う
ち
一
七
一
二
年
に
授
か
　
れ
　
っ
た
「
バ
弓
ト
ル
」
号
を
並
記
し
た
「
ダ
イ
チ
ン
バ
ー
ト
ル
」
七
八
回
を
含
む
)
使
用
さ
れ
て
い
る
。
テ
ン
ジ
ン
ペ
ン
ジ
ョ
・
ル
.(
カ
ン
チ
ェ
ン
ネ
ー
の
兄
ツ
ェ
プ
テ
ン
タ
シ
ー
の
孫
)
が
著
し
た
丁
族
の
伝
記
(
以
下
ド
リ
ン
伝
)
に
は
、
ギ
　
ゆ
　
ヤ
ン
ツ
ユ
近
郊
の
ガ
シ
に
「先
祖
伝
来
」
の
所
領
を
持
つ
と
あ
り
、
一
章
を
た
て
て
そ
の
地
方
の
麗
し
さ
を
描
写
し
て
い
る
。
よ
っ
て
こ
の
一
族
が
ツ
ァ
ン
地
方
に
縁
が
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
た
だ
し
祖
先
に
関
し
て
は
「
ダ
ラ
イ
ラ
マ
五
世
が
チ
ベ
ッ
ト
の
政
・
教
二
権
を
掌
握
し
た
際
の
ガ
ン
デ
ン
ポ
タ
ン
の
中
級
役
人
の
名
簿
に
ガ
シ
バ
と
い
う
武
官
が
明
記
さ
れ
て
い
た
…
」
と
い
う
著
者
の
父
の
言
葉
を
紹
介
す
る
(℃
°・…
)
一
方
、
系
譜
や
名
や
事
蹟
な
ど
は
カ
ン
チ
ェ
ン
ネ
克
弟
よ
り
前
の
世
代
に
つ
い
て
全
く
沈
黙
し
て
耀
肇
方
ζ
切
↓
臼
に
は
カ
ン
チ
ェ
ン
ネ
ー
が
チ
ベ
ッ
ト
人
で
は
な
い
こ
と
を
示
唆
す
る
記
事
や
ホ
シ
ョ
ー
ト
人
だ
と
明
言
す
る
記
述
が
見
ら
れ
る
。
一
七
一
ゴ
ニ
年
に
二
名
の
カ
ロ
ン
が
補
任
さ
れ
た
際
の
記
事
に
、
候
補
と
な
っ
た
ツ
ァ
ン
人
の
ポ
ラ
ネ
ー
に
耐
し
東
チ
ベ
ッ
ト
の
先
任
カ
ロ
ン
が
ラ
サ
ン
体
制
(
一
七
〇
五
i
一
七
二
七
)
の
構
造
と
そ
の
解
体
過
程
に
つ
い
て
一
〇
一
一
〇
二
ガ
ン
デ
ン
ポ
タ
ン
の
職
員
の
慣
例
で
は
ツ
ァ
ン
地
方
の
人
々
が
〔
カ
ロ
ン
と
い
う
〕
筆
頭
の
大
官
の
地
位
に
就
い
た
例
は
な
い
し
、
と
り
わ
け
ポ
ラ
闘
タ
イ
ジ
は
ラ
サ
ン
ハ
ン
の
側
近
だ
っ
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
か
ら
時
期
早
尚
で
あ
る
(
2
0
5
a
3
-
4
)
。
と
反
対
し
た
と
あ
る
。
こ
れ
は
ツ
ァ
ン
人
で
カ
ロ
ン
と
な
る
の
は
ポ
ラ
ネ
ー
が
初
め
て
で
あ
る
こ
と
、
言
い
換
え
る
と
先
任
カ
ロ
ン
の
カ
ン
チ
ェ
ン
ネ
ー
は
累
代
ツ
ァ
ン
に
地
縁
が
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
ツ
ァ
ン
人
で
は
な
い
こ
と
を
意
味
す
る
。
ま
た
ウ
ィ
・
ツ
ァ
ン
の
内
戦
(
一
七
二
七
ー
一
七
二
八
)
に
お
い
て
西
チ
ベ
ッ
ト
の
掌
握
を
め
ざ
す
ポ
ラ
ネ
ー
の
行
動
を
描
写
し
た
記
事
の
中
で
、
ウ
ィ
の
大
臣
と
結
ぼ
う
と
し
た
ツ
ァ
ン
の
将
軍
ヌ
マ
ワ
の
書
簡
の
一
節
に
、
ダ
ム
地
方
の
、
ソ
ク
族
ダ
イ
チ
ン
に
忠
誠
心
を
持
つ
者
た
ち
と
ポ
ラ
ワ
が
手
を
結
ぶ
そ
の
前
に
ツ
ァ
ン
地
方
な
ど
を
征
服
す
べ
き
で
あ
っ
N
'
(
2
6
1
a
4
-
5
)
°
と
あ
り
、
こ
こ
で
は
カ
ン
チ
ェ
ン
ネ
ー
が
「
ソ
ク
族
so
g
r
ig
s
」
す
な
わ
ち
ホ
シ
ョ
ー
ト
だ
と
明
言
さ
れ
て
い
る
。
八
2
)
タ
ル
グ
ム
ツ
ェ
ー
ジ
↓
彎
αQ
¢
ヨ
含
翕
o
荘
と
の
比
定
諺
O
に
は
ラ
サ
ン
の
重
臣
と
し
て
「
総
理
-}{
臣
P
r
im
e
M
in
is
te
昌
ま
た
は
「
副
王
く
♂
臼
畠
」
の
地
位
に
あ
る
タ
ル
グ
ム
ツ
ェ
ー
ジ
な
る
「
タ
ル
タ
ル
人
」
重
臣
が
登
場
す
る
。
こ
の
人
物
は
ジ
ュ
ン
ガ
ル
に
対
す
る
迎
撃
戦
で
ラ
サ
ン
と
共
に
戦
い
、
陥
落
間
近
の
ポ
タ
ラ
宮
陥
か
ら
ラ
サ
ン
の
第
二
王
子
ス
ル
ジ
ャ
と
共
に
脱
出
し
、
タ
ク
ツ
ェ
パ
に
捕
ら
え
ら
れ
て
ジ
ュ
ン
ガ
ル
軍
に
引
き
渡
さ
れ
、
捕
虜
と
し
て
イ
リ
へ
送
ら
れ
る
途
中
脱
走
し
、
ガ
ル
ト
ク
を
拠
点
と
し
て
西
チ
ベ
ッ
ト
で
勢
力
を
蓄
え
、
西
チ
ベ
ッ
ト
を
経
由
す
る
イ
リ
と
駐
蔵
ジ
ュ
ン
ガ
ル
軍
と
の
使
者
の
往
来
を
遮
断
し
、
チ
ベ
ッ
ト
政
府
の
財
宝
を
イ
リ
へ
持
ち
去
ろ
う
と
す
る
ジ
ュ
ン
ガ
ル
の
一
部
隊
を
ガ
ル
ト
ク
城
内
で
騙
し
う
ち
に
し
た
と
さ
れ
る
(
諺
日
"
題
゜
1
5
8
-
1
6
5
)
°
ガ
ル
ト
ク
を
拠
点
と
し
て
ジ
ュ
ン
ガ
ル
に
抵
抗
し
た
ラ
サ
ン
遺
臣
の
筆
頭
は
カ
ン
チ
ェ
ン
ネ
ー
で
あ
り
、
ペ
テ
ッ
ク
氏
は
O
↓
初
版
で
は
彼
と
カ
ン
チ
ェ
ン
ネ
ー
を
比
定
し
て
い
た
。
し
か
し
一
九
六
六
年
以
後
、
N
o
te
、
O
↓
改
定
版
、
諺
O
な
ど
で
そ
れ
を
撤
回
し
て
い
る
。
根
拠
と
し
て
は
タ
ル
グ
ム
ツ
ェ
ー
ジ
と
民
族
が
異
な
る
こ
と
、
彼
に
相
当
す
る
総
理
大
臣
が
満
蒙
漢
蔵
各
語
の
史
料
中
に
は
見
う
け
ら
れ
な
い
こ
と
、
ジ
ュ
ン
ガ
ル
の
侵
攻
時
カ
ン
チ
ェ
ン
ネ
ー
は
ガ
リ
に
い
て
ジ
ュ
ン
ガ
ル
と
の
戦
い
に
は
参
加
せ
ず
、
ジ
ュ
ン
ガ
ル
の
捕
虜
に
な
っ
た
こ
と
は
な
い
な
ど
を
挙
げ
、
デ
シ
デ
リ
の
記
録
の
う
ち
タ
ル
グ
ム
ツ
ェ
∴
ジ
に
関
す
る
部
分
は
事
実
を
基
礎
と
し
て
物
語
を
で
っ
ち
あ
げ
た
と
か
、
現
実
の
歴
史
に
属
す
る
も
の
で
は
な
い
と
ま
で
極
論
し
て
>
rCa
(
1V
o
te
,
p
.
2
8
0
)
°
民
族
系
統
は
既
に
述
べ
た
の
で
、
ペ
テ
ッ
ク
氏
の
残
る
見
解
の
根
拠
を
み
て
ゆ
こ
う
。
ラ
サ
ン
政
権
に
お
け
る
カ
ン
チ
ェ
ン
ネ
ー
の
地
位
に
つ
い
て
、
ペ
テ
ッ
ク
氏
は
カ
ン
チ
ェ
ン
ネ
:
が
ガ
リ
か
ら
ジ
ュ
ン
ガ
ル
軍
の
接
近
を
警
告
す
る
書
簡
を
送
っ
た
と
い
う
ζ
しd
↓
同
の
記
事
(
1
1
7
a
2
-
6
)
を
是
と
し
、
デ
シ
デ
リ
を
ラ
サ
ま
で
引
率
し
た
タ
ル
タ
ル
の
王
女
に
代
わ
っ
て
ガ
ル
ト
ク
に
赴
任
し
た
部
隊
の
指
揮
官
を
カ
ン
チ
ェ
ン
ネ
ー
で
は
な
い
か
と
推
測
し
て
い
る
(
A
G
,
p
.
5
酬
註
(
3
)
。
こ
の
書
簡
の
記
事
は
U
O
に
も
あ
り
、
彼
の
肩
書
を
ガ
リ
の
知
事
r
d
z
o
n
g
d
p
o
n
と
し
1J
い
rCa
(
6
5
a
4
-
6
)
°
ド
リ
ン
伝
も
、
ダ
ラ
イ
ラ
マ
六
ゾ
ン
世
の
時
は
ラ
サ
政
府
の
宗
(
県
)
や
荘
園
の
業
務
を
担
当
し
、
ラ
サ
ン
の
時
は
ガ
リ
地
方
の
長
「
ガ
/
プ
/
sg
ar
d
p
o
n
」
だ
っ
た
と
す
る
(唱
b゚。α
)。
こ
れ
に
対
し
『
西
蔵
記
』
は
「昔
為
拉
蔵
罕
仲
意
(脅
§
σq
覧
σq
秘
書
)」
と
述
べ
(
上
12
右
)、
M
B
T
J
は
「
ダ
イ
チ
ン
な
る
者
は
、
ギ
ャ
ル
ポ
・
ラ
サ
ン
カ
ン
の
恩
寵
が
非
常
に
あ
つ
く
権
力
の
強
固
な
者
で
あ
っ
た
(
104
b
5)
」
と
述
べ
、
一
七
一
四
年
の
ブ
ー
タ
ン
出
兵
の
際
に
は
三
路
に
別
れ
て
進
軍
す
る
チ
ベ
ッ
ト
軍
の
中
央
部
隊
を
率
い
(1
03
b
3)
、
右
翼
、
左
翼
部
隊
の
指
揮
官
も
彼
の
指
揮
を
受
け
入
れ
て
い
た
(
10
4b
5)
こ
と
を
述
べ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
彼
が
「総
理
大
臣
」
か
否
か
は
と
も
か
く
ラ
サ
ン
政
権
の
中
枢
で
活
動
し
た
重
臣
で
、
単
な
る
地
方
官
で
な
か
っ
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
ド
リ
ン
伝
の
記
事
は
著
者
が
一
族
の
伝
承
に
詳
し
く
な
い
か
、
あ
る
い
は
意
図
的
に
情
報
を
伏
せ
た
の
か
い
ず
れ
か
で
あ
る
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
る
。
M
B
T
J
で
は
、
カ
ン
チ
ェ
ン
ネ
ー
が
上
述
の
書
簡
を
ガ
リ
か
ら
送
っ
た
後
、
次
に
彼
が
登
場
す
る
の
は
、
二
年
後
ジ
ュ
ン
ガ
ル
本
国
へ
移
動
す
る
ジ
ュ
ン
ガ
ル
部
隊
と
ホ
シ
ョ
ー
ト
捕
虜
が
ガ
リ
を
通
過
す
る
場
面
で
で
あ
る
(
16
6a4
-b
2
)。
ラ
サ
ン
の
ジ
ュ
ン
ガ
ル
迎
撃
戦
に
は
登
場
せ
ず
、
そ
の
た
め
ペ
テ
ッ
ク
氏
の
見
解
の
重
要
な
根
拠
と
な
っ
て
い
る
。
ラ
サ
ン
体
制
(
一
七
〇
五
-
一
七
二
七
)
の
構
造
と
そ
の
解
体
過
程
に
つ
い
て
一
〇
三
一
〇
四
、カ
ン
チ
ェ
ン
ネ
ー
が
ラ
サ
ン
に
送
っ
た
と
さ
れ
る
書
簡
は
、
ヤ
ル
カ
ン
ド
か
ら
こ
こ
そ
こ
に
伝
わ
っ
た
啄
が
私
ど
も
の
耳
に
入
り
ま
し
て
、
「非
人
の
心
を
も
ち
争
い
と
戦
い
を
好
む
ジ
ュ
ン
・ガ
'
ル
人
の
兵
五
〇
〇
〇
の
部
隊
が
故
郷
を
出
立
し
て
ガ
リ
地
方
に
向
か
っ
て
い
つ
た
」
と
の
こ
と
で
す
。
〔そ
れ
が
)
敵
か
味
方
か
判
断
し
が
た
い
た
め
、
ガ
リ
三
域
の
兵
を
動
員
し
、
サ
ゲ
ン
の
境
界
に
配
置
し
て
よ
い
か
ど
う
か
、
命
令
を
お
下
し
あ
れ
(
ζ
Ud
↓
8
1
1
7
a
3
-
6
)
と
あ
る
。
こ
の
文
面
だ
け
み
る
と
何
ら
破
綻
は
な
い
が
、
し
か
し
清
朝
史
料
に
み
え
る
、.
回
子
阿
都
呼
里
な
る
清
朝
の
捕
虜
の
供
述
を
み
る
と
、
.
策
妄
阿
喇
布
坦
令
伊
塞
桑
都
臈
爾
・
参
都
克
・
策
零
敦
多
ト
・
托
ト
斉
等
帯
領
六
千
兵
、
于
去
年
十
一
月
、
由
阿
里
克
路
往
西
進
発
。
(43
)
・或
前
去
征
拉
蔵
、
或
幇
助
拉
蔵
之
処
、
我
知
得
不
甚
明
白
。
と
あ
り
、
構
成
、
内
容
が
酷
似
し
て
い
る
。
と
り
わ
け
、
こ
の
ジ
ュ
ン
ガ
ル
軍
が
ラ
サ
ン
の
「
敵
か
味
方
か
判
断
し
が
た
い
」
と
い
う
カ
ン
チ
ェ
ン
ネ
ー
の
個
人
的
な
判
断
に
あ
た
る
部
分
ま
で
類
似
し
て
い
る
の
が
き
わ
あ
て
奇
妙
で
あ
る
。
カ
ン
チ
ェ
ン
ネ
ー
が
ガ
リ
に
い
た
よ
う
に
見
せ
掛
け
る
た
め
、
捏
造
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
(
た
と
え
ば
動
機
は
ジ
ュ
ン
ガ
ル
迎
撃
戦
に
お
け
る
カ
ン
チ
ェ
ン
ネ
」
の
戦
績
を
ポ
ラ
ネ
弥
の
も
も
の
に
す
る
た
め
)
可
能
性
が
あ
る
。
・
次
に
諺
日
で
は
タ
ル
グ
ム
ツ
ェ
ー
ジ
の
行
動
と
さ
れ
て
い
る
、
ラ
サ
、ン
の
第
111̀1--
K
ル
ジ
ャ
が
捕
虜
と
な
っ
た
際
の
従
者
、
ジ
ュ
ン
ガ
ル
本
国
へ
送
ら
れ
る
途
上
脱
走
を
も
く
ろ
む
ホ
シ
ョ
ー
ト
人
捕
虜
,
護
送
さ
れ
る
ホ
シ
ョ
:
ト
捕
虜
の
解
放
者
な
ど
の
三
項
目
に
つ
い
て
、
他
の
史
料
で
は
い
か
に
記
述
さ
れ
て
い
る
か
を
み
よ
う
。
イ
、
ス
ル
ジ
ャ
が
捕
舅
と
な
ゆ
泥
際
の
従
者
に
つ
い
て
、
こ
"れ
に
つ
い
て
、
ス
ル
ジ
ャ
の
属
人
ボ
ダ
は
、
わ
が
主
ス
rル
ジ
ャ
・
タ
イ
ジ
は
ダ
ワ
ザ
イ
サ
ン
・
バ
シ
バ央
婦
と
二
入
の
従
者
と
と
も
に
逃
れ
た
。
替
え
馬
と
食
料
を
得
る
た
め
デ
(鰻
)
パ
・
タ
イ
ジ
の
も
と
に
行
っ
た
。
二
行
が
そ
こ
に
着
く
と
、
・
デ
パ
・
タ
イ
ジ
は
皆
を
捕
ち
え
て
ツ
ェ
リ
ン
ト
ン
ド
ゥ
プ
の
元
に
送
っ
た
。
(補
注
※
※
)
と
述
べ
て
い
る
。
允
顳
奏
摺
に
も
イ
リ
に
送
ら
れ
る
捕
虜
の
一
員
と
し
て
ダ
ワ
ザ
イ
サ
ン
の
名
を
挙
げ
る
証
言
が
あ
る
。
捕
虜
ダ
ワ
ザ
イ
(45
)
サ
シ
の
行
動
に
つ
い
て
は
次
に
他
の
捕
虜
と
あ
わ
せ
て
取
り
上
げ
る
。
.
、
气
回
.
脱
走
を
も
く
ろ
む
ホ
シ
ョ
ー
ト
人
捕
虜
に
つ
い
て
ジ
ュ
ン
ガ
ル
本
国
へ
送
ら
れ
る
ホ
シ
ョ
ー
ト
捕
虜
護
送
隊
は
、
出
発
の
日
時
、
警
護
者
の
名
、
捕
虜
の
規
模
や
有
力
人
物
の
名
な
ど
の
相
違
に
よ
ヶ
、
少
な
く
と
も
次
の
六
隊
が
あ
っ
た
。
(
以
下
、
各
隊
に
番
号
①
λ
⑥
を
付
し
て
区
別
す
る
。)
康
熙
五
十
七
年
出
発
の
諸
隊
、
～
、
(46
)
①
二
月
二
十
九
日
出
立
。
警
備
の
長
は
サ
ン
ジ
。
警
備
兵
七
〇
。
捕
虜
の
詳
細
不
明
。
②
四
月
五
日
出
立
。
警
備
の
長
は
巴
図
蒙
克
。
警
備
兵
一
〇
〇
ま
た
は
1110
0
°
捕
虜
は
ラ
サ
ン
の
属
人
で
あ
る
ホ
シ
ョ
ー
ト
ニ
O
O
戸
ま
た
は
四
〇
〇
戸
、
有
力
人
物
は
岱
青
巴
図
爾
、
達
瓦
斎
桑
、.
車
凌
扎
布
、
巴
図
蒙
克
な
ど
。
七
月
に
青
海
へ
向
け
て
脱
走
し
、
十
月
(47
)
、
初
旬
、
ジ
ュ
ン
ガ
ル
軍
に
補
足
さ
れ
、
大
部
分
が
再
度
捕
獲
さ
れ
、
・
ウ
ィ
へ
送
ら
れ
る
。
∵
」
.、
㌘
③
五
月
九
日
出
立
。
警
備
長
は
班
第
・
阿
勒
達
爾
和
碩
済
。
警
備
兵
三
〇
〇
。
捕
虜
は
、
ラ
サ
ン
所
属
の
五
〇
〇
戸
1
0
0
0
人
余
、
有
(
48
)
・
力
人
物
は
嚼
克
察
巴
図
爾
な
ど
。
三
十
戸
ほ
ど
が
九
月
三
日
脱
走
し
、
十
月
一
日
、
②
の
脱
走
者
と
合
流
。
"
康
熙
五
十
八
年
出
発
の
諸
隊
④
⑤
二
月
二
十
四
日
出
立
。
警
備
は
サ
ン
ジ
、
ゴ
マ
ン
学
堂
の
ラ
マ
達
克
巴
蔵
布
な
ど
。
捕
虜
は
、
西
蔵
に
残
っ
て
い
た
ラ
サ
ン
属
下
の
(49
)
「蒙
古
・
額
魯
特
・
唐
古
式
」
な
ど
一
〇
〇
〇
人
、
有
力
人
物
は
岱
青
巴
図
爾
、
巴
図
爾
諾
彦
な
ど
。
④
警
備
の
長
サ
ツ
ジ
。
警
備
兵
一
〇
〇
ま
た
は
六
〇
。
倭
拉
吉
≦
贄
αq
一
(
西
蔵
)
の
男
女
幼
孩
銭
財
。
捕
虜
の
有
力
人
物
に
は
岱
青
肥
図
　ロ
　
爾
が
い
た
と
思
わ
れ
る
。
六
月
、
ナ
ク
ツ
ァ
ン
で
宿
営
中
、
カ
ン
チ
ェ
ン
ネ
:
に
よ
っ
て
壊
滅
。
⑤
警
備
の
ジ
ュ
ン
ガ
ル
兵
六
〇
ま
た
は
六
五
人
。
チ
ベ
ッ
ト
人
め
的
巴
・
鄂
特
蔵
巴
、
昌
邁
巴
、
的
巴
・
阿
碩
特
巴
ひ
き
い
る
チ
ベ
ヴ
+
、
ラ
サ
ン
体
制
(
一
七
〇
五
-
一
七
二
七
)
の
構
造
と
そ
の
解
体
過
程
に
つ
い
て
緊
〇
五
一
〇
六
人
五
十
人
も
警
備
を
担
う
。
捕
虜
は
ラ
サ
ン
に
所
属
す
る
巴
図
爾
諾
彦
の
党
女
子
五
〇
〇
ま
た
は
六
〇
〇
人
。
ガ
ル
ト
ク
で
カ
ン
チ
ェ
ン
　み
　
ネ
ー
の
出
迎
え
を
受
け
、
警
備
兵
は
宴
会
で
酔
っ
た
と
こ
ろ
を
殺
害
さ
れ
、
「達
爾
扎
那
拉
巴
洛
布
蔵
」
の
二
名
だ
け
逃
れ
る
。
⑥
三
月
出
立
。
警
備
は
莫
魯
瑪
斎
桑
、
聶
斯
喀
拉
巴
図
爾
、
達
爾
扎
。
警
備
兵
六
〇
ま
た
は
六
五
。
「
品
行
卑
汚
」
の
た
め
還
俗
さ
せ
た
ジ
ュ
ン
ガ
ル
ラ
マ
四
〇
人
。
捕
虜
は
ラ
サ
ン
の
属
人
一
111111O
人
、
ま
た
は
厄
魯
特
男
女
孩
童
と
二
〇
〇
〇
の
チ
ベ
ッ
ト
人
、
有
力
人
物
は
胡
爾
敦
。
七
月
、
ガ
リ
で
カ
ン
チ
ェ
ン
ネ
ー
が
警
備
兵
を
宴
会
で
油
断
さ
せ
て
殺
害
。
ま
た
は
カ
ン
チ
ェ
ン
ネ
ー
が
警
備
兵
を
宴
　ロ
　
会
で
も
て
な
す
一
方
、
武
器
を
捕
虜
に
渡
し
、
出
立
後
、
捕
虜
が
叛
乱
を
お
こ
し
て
壊
滅
。
ホ
シ
ョ
ー
ト
人
捕
虜
の
有
力
人
物
と
し
て
は
ダ
ワ
ザ
イ
サ
ン
(達
瓦
斎
桑
)
、
ダ
イ
チ
ン
バ
ー
ト
ル
(岱
青
巴
図
爾
)
、
バ
ー
ト
ル
ノ
ヨ
ン
　
お
　
(
巴
図
爾
諾
彦
)
、
ド
ラ
ル
タ
イ
野
な
ど
の
名
が
挙
が
っ
て
い
る
。
こ
の
う
ち
バ
ー
ト
ル
ノ
ヨ
ン
は
ガ
ル
ト
ク
ま
で
来
て
、
は
じ
め
て
解
(54
)
放
さ
れ
る
の
で
、
タ
ル
グ
ム
ツ
ェ
ー
ジ
で
は
あ
り
え
な
い
。
石
濱
裕
美
子
氏
は
ド
ラ
ル
タ
イ
ジ
が
タ
ル
グ
ム
ツ
ェ
1
ジ
に
あ
た
る
の
で
は
　あ
　
な
い
か
と
い
う
推
測
を
提
示
し
て
い
る
。
以
卞
、
捕
虜
の
ダ
ワ
ザ
イ
サ
ン
、
ダ
イ
チ
ン
バ
ー
ト
ル
の
行
動
を
み
て
み
ょ
う
。
捕
虜
ダ
イ
チ
ン
バ
ー
ト
ル
は
四
月
五
日
に
出
発
し
た
一
団
(②
)
の
中
に
見
え
、
脱
走
し
て
捕
ま
っ
た
の
で
、
二
月
二
十
五
日
に
出
発
す
る
一
団
(④
⑤
)
の
中
に
も
そ
の
名
が
み
え
る
。
こ
れ
が
捕
虜
ダ
イ
チ
ン
バ
ー
ト
ル
の
名
が
見
え
る
最
後
の
記
事
で
あ
る
。
こ
の
一
団
は
、
の
ち
サ
ン
ジ
を
警
備
長
と
す
る
一
団
(④
)
が
ナ
ク
ツ
ァ
ン
で
壊
滅
す
る
一
方
、
捕
虜
.ハ
ー
ト
ル
ノ
ヨ
ン
を
護
送
す
る
一
団
(
⑤
)
は
ガ
ル
ト
ク
ま
で
到
達
し
て
い
る
の
で
、
途
中
で
分
裂
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。
捕
虜
ダ
イ
チ
ン
バ
ー
ト
ル
は
⑤
の
隊
が
解
放
さ
れ
る
記
事
の
中
に
名
が
挙
が
っ
て
い
な
い
の
で
、
④
の
隊
に
い
た
と
推
測
さ
れ
る
。
一
方
捕
虜
ダ
ワ
ザ
イ
サ
ン
に
つ
い
て
、
ラ
サ
ン
の
〃
下
人
"
バ
ヤ
ル
は
「
途
上
で
の
噂
で
は
、
ダ
ワ
ザ
イ
サ
ン
は
病
が
再
発
し
、
身
体
が
腫
れ
て
ナ
ク
ツ
ァ
ン
で
病
死
し
た
と
聞
い
た
」
と
述
べ
て
お
り
、
彼
も
ま
た
ナ
ク
ツ
ァ
ン
ま
で
到
達
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の
バ
ヤ
ル
の
証
言
で
興
味
深
い
の
は
、
②
の
隊
の
捕
虜
の
有
力
人
物
に
つ
い
て
、
ツ
ァ
イ
ダ
ム
都
統
ア
ラ
ウ
ン
の
尋
問
に
対
し
て
は
「
ダ
イ
チ
ン
バ
ー
ト
ル
」
だ
け
を
挙
げ
る
一
方
(稿
二
28
右
-
左
)、
允
薩
の
尋
問
に
対
し
て
は
「
ダ
ゾ
ザ
イ
サ
ン
夫
婦
」
の
名
も
あ
げ
る
パ
稿
二
28
左
i
29
左
)
点
で
あ
る
。
允
薩
に
対
し
て
は
バ
ト
モ
ン
ケ
が
「ダ
ワ
ザ
イ
サ
ン
夫
婦
」
を
引
率
し
、
警
備
兵
は
「貝
格
」
な
る
別
人
が
指
揮
し
て
い
た
と
述
べ
る
。
こ
の
供
述
か
ら
「
ダ
ワ
ザ
イ
サ
ン
」
が
、
警
備
隊
の
長
が
自
身
で
監
視
す
る
ほ
ど
の
最
重
要
人
物
で
あ
っ
た
宅
と
が
わ
か
る
。
こ
の
よ
う
な
重
要
人
物
で
あ
る
ダ
ワ
ザ
イ
サ
ン
が
「
ダ
イ
チ
ン
バ
ー
ト
ル
」
と
別
人
な
ら
、
バ
ヤ
ル
以
外
の
証
言
に
も
登
場
し
て
し
か
る
べ
き
で
あ
る
が
、
実
際
に
は
バ
ヤ
ル
の
証
言
だ
け
に
現
れ
る
。
し
か
も
バ
ヤ
ル
の
供
述
の
中
で
も
ひ
と
つ
の
場
面
で
「
ダ
ワ
ザ
イ
サ
ン
」
と
「
ダ
イ
チ
ン
バ
ー
ト
ル
」
の
名
が
同
時
に
挙
げ
ら
れ
る
こ
と
は
な
い
。
す
な
わ
ち
ダ
ワ
ザ
イ
サ
ン
と
「
ダ
イ
チ
ン
バ
ー
ト
ル
」
は
同
一
人
物
で
あ
る
可
能
性
が
あ
る
。
ハ
、
カ
ン
チ
ェ
ン
ネ
ー
に
よ
る
ホ
シ
ョ
ー
ト
捕
虜
解
放
に
つ
い
て
カ
ン
チ
ェ
ン
ネ
ー
が
⑤
⑥
の
警
備
兵
を
襲
撃
す
る
際
に
用
い
た
、
宴
会
で
酔
わ
せ
て
だ
ま
し
う
ち
に
す
る
と
い
う
手
法
は
、
タ
ル
グ
ム
(56
)
ツ
ェ
ー
ジ
の
と
っ
た
方
法
と
一
致
し
て
い
る
。
④
の
ナ
ク
ツ
ァ
ン
に
お
け
る
移
送
隊
襲
撃
に
つ
い
て
は
四
名
の
証
言
が
あ
り
、
う
ち
平
逆
将
軍
延
信
と
デ
パ
・
ガ
ポ
ェ
パ
の
二
名
は
カ
ン
チ
ェ
ン
ネ
ー
が
ガ
リ
駐
屯
部
隊
と
合
流
す
る
模
様
に
つ
い
て
も
述
べ
る
。
延
信
は
、、
カ
ン
チ
恨
ン
ネ
ー
の
ナ
ク
ツ
ァ
ン
に
お
け
る
捕
虜
解
放
に
つ
い
て
は
、
往
那
克
産
地
方
、
収
拉
蔵
属
唐
古
武
西
拉
郭
爾
人
等
、
与
阿
里
人
等
親
集
兵
力
、
(
稿
十
四
30
右
)
と
述
べ
ゐ
。'
ガ
ポ
ェ
パ
は
こ
の
趣
旨
を
よ
り
く
わ
し
く
、
〔
こ
の
一
行
が
〕
ナ
ク
ツ
ァ
ン
で
宿
営
し
た
際
、
ダ
ラ
イ
ラ
マ
に
所
属
す
る
デ
パ
・
カ
ン
チ
ェ
ン
ネ
ー
は
部
下
を
送
ゆ
出
し
、
偽
っ
て
「部
下
を
先
発
さ
せ
て
〔輸
送
用
の
〕
家
畜
を
準
備
さ
せ
ま
す
」
と
称
し
、
伏
兵
を
準
備
し
た
。
ジ
ュ
ン
ガ
ル
、
オ
イ
ラ
ヅ
ト
ら
が
宴
会
で
皆
酔
う
と
、
伏
兵
が
現
れ
て
六
十
余
人
を
皆
殺
し
に
し
、
た
だ
五
人
だ
け
が
隠
れ
逃
れ
た
。
カ
ン
チ
ェ
ン
ネ
ー
は
部
下
お
よ
び
ジ
ュ
ン
ガ
ル
に
送
ら
れ
る
ラ
サ
ン
王
の
属
人
〔と
〕
ナ
ク
ツ
ァ
ン
に
い
る
。
ラ
サ
ン
王
の
属
人
を
配
下
に
お
さ
め
、
カ
リ
ナ
ク
ツ
ァ
ン
境
界
地
方
で
ガ
リ
盟
の
兵
と
合
流
し
た
。
あ
わ
せ
て
万
余
の
兵
を
数
え
、
厳
重
に
陣
地
を
築
い
て
い
る
(
稿
七
32
左
i
3
右
・
摺
四
3
右
1
3
左
)
ラ
サ
ソ
体
制
(
一
七
〇
五
ー
一
七
二
七
)
の
構
造
と
そ
の
解
体
過
程
に
つ
い
て
一
〇
七
一
〇
八
と
の
べ
る
。
カ
ン
チ
ェ
ン
ネ
ー
が
ど
こ
か
ら
ナ
ク
ツ
ァ
ン
に
出
現
し
た
の
か
述
べ
ら
れ
て
い
な
い
が
、
こ
こ
で
ま
ず
ラ
サ
ン
の
属
人
を
収
容
し
た
の
ち
、
ガ
リ
の
兵
力
と
合
流
し
た
と
述
べ
て
い
る
。
外
部
か
ら
襲
撃
を
か
け
た
の
で
あ
れ
ば
、
も
と
も
と
ガ
リ
兵
を
率
い
て
い
た
は
ず
で
あ
り
、
す
な
わ
ち
カ
ン
チ
ェ
ソ
ネ
ー
は
外
部
か
ら
こ
の
隊
を
襲
っ
た
の
で
は
な
く
、
捕
虜
と
し
て
隊
の
内
部
に
い
た
と
す
る
方
が
妥
当
と
思
わ
れ
る
。
.
雪
以
上
、
允
龝
奏
摺
の
記
事
を
総
合
す
る
と
(
捕
虜
ダ
イ
チ
ン
バ
ー
ト
ル
、
ダ
ワ
ザ
イ
サ
ン
の
消
息
は
ナ
ク
ツ
ァ
ン
で
捻
絶
え
、
同
じ
時
、
場
所
に
カ
ン
チ
ェ
ン
ネ
ー
が
出
現
し
て
い
る
。
ダ
イ
チ
ン
パ
ー
季
ル
、
ブ
ワ
ザ
イ
サ
ン
、'
カ
ン
チ
ェ
ン
ネ
ー
は
同
』
人
物
で
あ
ゐ
可
能
性
が
あ
り
、
そ
の
場
合
カ
ン
チ
ェ
ン
ネ
ー
の
行
動
は
タ
ル
グ
ム
ツ
ェ
ー
ジ
と
ほ
ぼ
一
致
す
る
の
で
あ
る
。
(
3
)
清
朝
史
料
の
記
述
r
清
朝
史
料
に
は
、
カ
ン
チ
ェ
ン
ネ
ー
を
ホ
シ
ョ
ー
ト
で
は
な
く
チ
ベ
・
ッ
ト
人
だ
乏
す
る
も
の
が
見
受
け
ら
れ
る
ゆ
表
伝
は
カ
ン
チ
ェ
ン
ネ
ー
の
兄
ツ
ェ
プ
テ
ン
タ
シ
ー
を
「
唐
古
特
人
」
と
し
(
九
三
1
右
)
、
西
蔵
記
は
カ
ン
チ
ェ
ン
ネ
ー
を
よ
り
詳
し
く
「
後
蔵
人
」
と
す
る
(
上
12
右
)
。
'
,
"
㌔
、
カ
シ
チ
笛
ソ
ネ
T
が
允
縄
や
延
tn�
)
送
っ
た
使
者
の
供
述
や
咨
文
は
清
朝
に
と
っ
て
彼
に
関
す
る
基
礎
史
料
と
な
っ
た
と
お
も
わ
れ
る
　げ
　
が
、
允
麓
奏
摺
に
収
録
さ
れ
て
い
る
も
の
に
は
、
自
身
の
民
族
系
統
や
ラ
サ
ン
政
権
時
代
の
境
遇
に
つ
い
て
語
っ
た
も
の
は
な
い
。
清
朝
史
料
に
は
、
西
蔵
記
が
「昔
は
ラ
サ
ン
の
秘
書
だ
っ
た
」
と
述
べ
る
以
外
(
上
12
右
)
に
は
、
ジ
ュ
ン
ガ
ル
の
占
領
軍
へ
の
抵
抗
活
動
の
指
導
者
と
し
て
登
場
す
る
以
前
の
カ
ン
チ
ェ
ン
ネ
弓
の
経
歴
・
事
蹟
に
つ
い
て
述
べ
た
も
の
が
な
い
。
清
朝
は
ジ
ュ
ン
ガ
ル
の
チ
ベ
ッ
ぷ
侵
攻
以
前
の
カ
ン
チ
ェ
ン
ネ
ー
に
関
す
る
情
報
を
把
握
し
て
い
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
一
方
で
一
カ
ン
チ
ェ
ン
ネ
ー
と
直
接
の
接
触
を
持
っ
た
延
信
は
彼
を
「唐
古
特
」
と
述
べ
て
い
る
(稿
十
四
30
右
)
。
す
な
わ
ち
清
朝
史
料
の
記
述
は
カ
ン
チ
ェ
ン
ネ
ー
の
自
称
に
基
づ
く
可
能
性
が
高
い
。
.
・
り
"
.
厂
.
・
こ
こ
で
注
目
し
た
い
の
は
冨
じd
↓
匂
に
お
け
る
彼
の
呼
称
で
あ
る
。
、「ダ
イ
チ
ン
」
ば
全
編
に
わ
た
っ
て
、
.「
ダ
イ
チ
ン
バ
ー
ト
ル
」
は
パ
ー
ト
ル
号
を
受
け
た
一
七
一二
年
以
後
の
記
事
で
使
用
さ
れ
る
が
、
「
カ
ン
チ
ニ
ン
パ
」
「
カ
ン
チ
ェ
ン
ネ
ー
」
は
全
部
で
十
六
回
使
用
さ
れ
た
う
ち
-1-
11�
が
i
七
一
六
年
か
ら
一
七
二
二
年
ま
で
の
記
事
に
集
中
し
て
い
る
。
そ
し
て
こ
の
期
間
の
記
事
に
は
h
ダ
イ
チ
ン
」
「ダ
イ
チ
ン
パ
ー
ト
ル
」
の
呼
称
は
全
く
用
い
ら
れ
て
い
な
い
。
寓
しU
↓
臼
の
叙
述
の
視
点
は
現
在
か
ら
過
去
を
振
り
返
る
の
で
は
な
く
、
筆
者
の
視
点
も
文
中
の
時
間
の
推
移
に
沿
っ
て
お
り
き
登
場
人
物
の
成
長
や
昇
進
に
と
も
な
っ
て
文
中
の
呼
称
を
変
化
さ
せ
て
い
る
。
カ
ン
チ
ェ
ン
ネ
ー
の
呼
称
に
つ
い
て
も
実
際
の
呼
称
の
変
化
を
反
映
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
M
B
T
J
に
.;&
い
て
彼
が
「
カ
ン
チ
ェ
ン
ネ
ー
」
「
カ
ン
チ
ェ
ン
パ
」
と
だ
け
呼
ば
れ
て
い
る
時
期
は
ほ
ぼ
ジ
ュ
ン
ガ
ル
の
侵
攻
か
ら
撃
退
ま
で
の
期
間
に
相
当
す
る
。
脱
出
を
果
た
し
た
カ
ン
チ
出
ン
ネ
ー
は
ジ
ュ
ン
ガ
ル
の
捕
虜
護
送
隊
を
ガ
リ
に
騙
し
て
誘
き
寄
せ
る
た
め
、
正
体
を
隠
し
て
チ
ベ
ッ
ト
人
の
カ
ン
チ
ェ
ン
ネ
ー
を
名
乗
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
し
て
清
朝
軍
に
は
こ
の
名
に
よ
っ
て
彼
の
活
躍
が
つ
た
わ
り
、
そ
の
ま
ま
記
録
の
上
に
固
定
さ
れ
た
も
の
と
考
え
た
い
。
,
2
西
蔵
の
ホ
シ
ョ
ー
ト
集
団
の
再
編
成
ジ
ュ
ン
ガ
ル
軍
は
奇
襲
に
よ
り
西
蔵
の
中
枢
部
を
直
撃
し
た
た
め
、
ラ
サ
ン
が
滅
亡
し
た
後
も
周
辺
地
域
に
は
無
傷
の
部
隊
が
残
っ
て
い
た
。
カ
ン
チ
ェ
ン
ネ
ー
が
ジ
ュ
ン
ガ
ル
に
対
す
る
武
力
抵
抗
を
起
こ
し
た
際
の
基
礎
と
な
っ
た
の
は
、
そ
の
う
ち
の
ガ
ル
ト
ク
の
部
隊
で
あ
る
。
こ
の
部
隊
も
独
自
に
捕
虜
奪
還
の
計
略
を
巡
ら
せ
て
い
た
。
彼
ら
は
康
煕
五
十
八
年
二
月
、
ナ
ク
ツ
ァ
ン
で
チ
ベ
ッ
ト
か
ら
ジ
ュ
ン
ガ
ル
へ
赴
く
使
者
を
待
ち
受
げ
、
「
聞
く
と
ご
ろ
に
ょ
る
と
、
あ
な
た
が
た
ジ
ュ
ソ
ガ
ル
は
我
が
国
と
戦
争
し
た
そ
う
で
す
ね
。
我
々
は
野
営
し
て
い
ま
す
が
あ
な
た
が
た
を
妨
害
す
る
つ
も
り
は
有
り
ま
せ
ん
。
三
隊
に
分
か
れ
て
ど
し
ど
し
お
通
り
な
さ
い
」
と
述
べ
た
(
稿
七
1
左
1
12
右
,
摺
三
4
左
ー
45
右
)
。
康
熙
五
十
七
年
に
出
立
し
た
三
隊
の
う
ち
の
二
隊
は
、
お
そ
ら
く
侵
攻
路
を
逆
に
辿
っ
て
つ
つ
が
な
く
本
国
に
到
達
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
康
熙
五
十
八
年
に
出
発
し
た
三
隊
は
、
之
の
甘
言
に
つ
ら
れ
て
か
、
前
節
で
ラ
サ
ン
体
制
(
一
七
〇
五
-
一
七
二
七
)
の
構
造
と
そ
の
解
体
過
程
に
つ
い
て
一
〇
九
一
一
〇
示
し
た
と
お
り
、
敵
対
勢
力
が
待
ち
構
え
て
い
る
ナ
ク
ツ
ァ
ン
や
ガ
ル
ト
ク
ま
で
の
こ
の
こ
と
赴
き
壊
滅
さ
せ
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
三
隊
の
捕
虜
に
は
ホ
シ
ョ
ー
ト
だ
け
で
な
く
チ
ベ
ッ
ト
人
も
含
ま
れ
て
い
た
。
証
言
者
間
で
食
い
違
い
が
あ
る
た
め
正
確
は
期
し
が
た
い
が
、
一
〇
〇
〇
ー
1-10
0
0
人
程
度
の
ホ
シ
ョ
ー
ト
人
捕
虜
を
回
収
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
カ
ン
チ
ェ
ン
ネ
ー
は
一
七
一二
年
に
ラ
サ
の
居
館
や
属
人
養
育
の
た
め
の
資
産
の
給
付
(稿
十
七
7
右
)
を
受
け
、
ガ
リ
と
ラ
サ
を
往
来
し
な
が
ら
政
務
を
行
り
た
・
家
族
は
ラ
サ
へ
移
し
た
難
彼
は
長
期
に
わ
た
り
ガ
リ
に
お
り
、
解
放
し
た
捕
虜
を
い
つ
ど
の
よ
う
篝
配
置
し
た
か
は
不
明
で
あ
る
。
一
方
、.
延
信
の
報
告
に
は
、
ラ
サ
ン
の
属
人
で
、
清
朝
軍
が
ラ
サ
占
領
後
に
牢
か
ら
解
き
放
っ
た
者
、
「
ジ
ュ
ン
ガ
ル
か
ら
続
々
と
逃
亡
し
て
き
た
者
」
、
「老
人
、
病
人
、
業
の
無
い
障
害
者
」
が
七
百
戸
を
数
え
た
(稿
十
四
8
左
1
9
右
,
摺
十
一
27
右
)
と
あ
る
。
延
信
は
彼
ら
に
青
海
の
チ
ャ
ン
マ
ル
の
も
と
へ
赴
く
か
ど
う
か
質
問
し
て
い
る
の
で
、
こ
の
七
百
戸
が
ホ
シ
ョ
ー
ト
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
彼
ら
に
対
す
る
処
置
と
し
て
、
ラ
サ
ン
の
兄
テ
ン
ジ
ン
ワ
ン
ジ
ャ
ル
の
妻
端
済
特
の
「在
蔵
」
資
産
二
箇
所
の
「産
業
牲
口
田
地
等
」
を
ツ
ェ
レ
ン
ジ
ャ
ブ
に
委
ね
、
そ
の
「地
租
・
糧
」
を
毎
年
彼
ら
に
均
分
さ
せ
る
よ
う
に
し
た
と
あ
る
(稿
十
四
9
左
ー
10
右
,
摺
十
一
28
左
1
29
右
)
の
で
、
カ
ン
チ
ェ
ン
ネ
ー
が
解
放
し
た
捕
虜
と
は
別
の
集
団
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
す
な
わ
ち
ジ
ュ
ン
ガ
ル
撃
退
後
の
西
蔵
に
お
け
る
ホ
シ
ョ
ー
ト
集
団
は
、
ガ
ル
ト
ク
の
駐
屯
部
隊
と
解
放
捕
虜
か
ら
な
る
カ
ン
チ
ェ
ン
ネ
ー
統
率
下
の
集
団
と
、
青
海
の
ツ
謀
レ
ン
ジ
ャ
ブ
が
管
轄
す
る
七
〇
〇
戸
が
あ
っ
た
こ
と
に
な
る
。
曽
『
西
蔵
記
』
「事
蹟
」
の
項
は
、
一
七
二
一二
年
以
降
(
カ
ロ
ン
を
五
人
挙
げ
て
い
る
た
め
)
の
ラ
サ
政
府
の
組
織
を
取
り
上
げ
て
い
る
。
カ
ン
チ
ェ
ン
ネ
ー
の
勢
力
基
盤
に
つ
い
て
は
、
カ
ン
チ
ェ
ン
ネ
ー
は
…
ツ
ァ
ン
以
西
の
「北
一
帯
」
地
方
お
よ
び
ラ
サ
ン
・
ハ
ン
属
下
の
タ
イ
ジ
・
ガ
ワ
ン
ユ
ン
テ
ン
(阿
旺
雲
登
)
、
都
納
爾
な
ど
二
十
余
人
を
管
理
し
、
「蒙
古
」
二
千
余
り
を
蔵
〔
"
ウ
ィ
〕
に
住
ま
わ
せ
る
。
皆
に
蔵
内
の
兵
糧
を
供
給
し
て
ダ
ラ
イ
ラ
マ
を
護
衛
さ
せ
、
兵
を
動
か
す
必
要
が
起
こ
る
と
、
彼
ら
を
率
い
て
往
来
す
る
(
上
12
右
」
13
左
)
。
と
の
べ
る
。
「
北
一
帯
」
に
つ
い
て
は
、
カ
ン
チ
ェ
ン
ネ
ー
は
配
下
の
ホ
シ
ョ
ー
ト
を
ダ
ム
や
ヤ
ン
パ
ー
チ
ェ
ン
な
ど
(
M
B
T
J
,
:2
6
5
b
4
-
5
)
に
配
置
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
チ
ャ
ン
タ
ン
南
縁
の
牧
畜
民
た
ち
の
居
住
地
域
を
指
す
も
の
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
「
拉
蔵
罕
属
下
含
吉
…
…
二
十
人
」
に
つ
い
て
は
「
頭
目
」
の
節
で
「
台
吉
」
を
「
宰
桑
」
「
那
彦
」
と
と
も
に
「
蒙
古
之
頭
人
」
の
称
号
と
し
て
挙
げ
て
お
り
(
上
23
左
)
、
よ
っ
て
こ
の
史
料
に
お
い
て
台
吉
と
さ
れ
て
い
る
者
は
ホ
シ
ョ
ー
ト
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
カ
ン
チ
ェ
ン
ネ
ー
は
捕
虜
護
送
隊
を
壊
滅
さ
せ
た
あ
と
、
.
ジ
ュ
ン
ガ
ル
に
公
然
と
敵
対
の
意
志
を
表
明
し
て
挑
発
し
(
稿
八
31
右
)
、
康
熙
五
十
九
年
五
月
、
ラ
サ
ソ
旧
属
の
ホ
シ
ョ
ー
ト
兵
二
〇
〇
、
チ
ベ
ッ
ト
兵
三
〇
〇
〇
を
率
い
て
(
稿
十
三
14
右
,
摺
十
46
右
)
カ
ン
パ
ラ
以
西
の
地
方
を
制
圧
し
、
ジ
論
ン
ガ
ル
の
退
路
を
遮
断
し
た
(
M
B
°T
J
,
1
7
0
b
3
-
心
)
°
延
信
は
こ
の
時
「
カ
ン
チ
ェ
ン
ネ
ー
に
随
っ
(60
)
　
お
　
で
尽
力
し
た
者
」
と
し
て
ポ
ラ
ネ
ー
(頗
羅
蕪
)
、
ガ
ワ
ン
ユ
ン
テ
ン
(
阿
旺
元
端
)、
コ
ル
ド
ゥ
ム
カ
ー
(胡
爾
敦
)
の
三
人
の
名
を
挙
げ
て
い
惹
(
稿
十
五
6
右
)
。
ζ
切
↓
匂
は
こ
の
時
の
ポ
ラ
ネ
ー
が
カ
ン
チ
ェ
ン
ネ
ー
の
配
下
で
は
な
く
対
等
の
同
盟
者
で
、
ポ
ラ
ネ
ー
が
こ
れ
ら
の
軍
隊
の
総
指
揮
を
担
当
し
た
か
の
よ
う
に
描
い
て
い
る
が
、
実
際
に
は
カ
ン
チ
ェ
ン
ネ
ー
の
陣
営
に
馳
せ
参
じ
た
一
将
に
す
ぎ
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
た
だ
し
髯
ゆ
日
匂
が
描
く
ほ
ど
で
は
な
い
に
せ
よ
西
チ
ベ
ッ
ト
の
有
力
人
物
の
中
で
は
群
を
ぬ
く
存
在
だ
っ
た
ら
し
く
、
一
七
二
三
年
に
二
名
カ
ロ
ン
が
補
任
さ
れ
た
時
に
は
そ
の
一
人
に
選
ぼ
れ
て
い
る
。
「蒙
古
二
千
余
」
に
つ
い
て
。
有
事
の
際
に
「帯
此
等
行
走
」
と
あ
る
の
で
、
こ
の
数
は
属
下
の
ホ
シ
ョ
ー
ト
の
総
数
で
は
な
く
、
有
事
に
兵
力
と
し
て
動
員
す
る
数
で
あ
る
。
百
戸
集
団
を
元
に
し
た
定
額
で
は
な
く
、
有
事
に
兵
た
り
う
る
一
定
年
齢
の
男
子
の
総
数
で
あ
ろ
う
。
清
朝
の
青
海
征
服
後
、
ツ
ェ
レ
ン
ジ
ャ
ブ
の
管
轄
し
て
い
た
「
七
百
戸
」
も
カ
ン
チ
ェ
ン
ネ
ー
配
下
に
移
り
、
こ
の
「
二
千
余
」
の
母
体
と
な
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
ダ
ラ
イ
ラ
マ
を
護
衛
す
る
と
あ
り
、
ま
た
ツ
ェ
リ
ン
ワ
ン
ギ
ャ
ル
は
自
伝
の
中
で
カ
ン
チ
ェ
ン
ネ
ー
に
対
す
る
ク
ー
デ
タ
の
際
自
身
が
「ダ
イ
チ
ン
パ
」
ト
ル
の
蒙
古
軍
隊
L
を
接
収
す
る
た
め
ナ
ム
ツ
ォ
に
派
遣
さ
れ
た
と
述
べ
て
い
る
(
カ
ロ
ン
伝
、
p
.12
)
の
で
、
ダ
ム
に
配
置
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
ラ
サ
ン
体
制
(
一
七
〇
五
-
一
七
二
七
)
の
構
造
と
そ
の
解
体
過
程
に
つ
い
て
一
二
一
=
一
3
ギ
ャ
ル
ポ
位
継
承
問
題
チ
ベ
ッ
ト
に
軍
事
介
入
を
行
っ
た
康
熙
帝
は
、
ジ
ュ
ン
ガ
ル
撃
退
後
の
体
制
に
つ
い
て
、
カ
ル
サ
ン
ギ
ャ
ム
ツ
ォ
を
ダ
ラ
イ
ラ
マ
と
し
て
即
位
さ
せ
る
こ
と
、
ホ
シ
ョ
ー
ト
の
ギ
ャ
ル
ポ
を
そ
の
保
護
者
と
し
て
立
て
る
こ
と
を
構
想
し
て
い
た
。
ホ
シ
ョ
ー
ト
王
族
に
た
い
す
　れ
　
る
ギ
ャ
ル
ポ
位
継
承
の
約
束
に
つ
い
て
は
加
藤
直
人
氏
、
石
濱
裕
美
子
氏
が
〃
ロ
ブ
サ
ン
ダ
ン
ジ
ン
の
叛
乱
"
に
関
す
る
論
考
に
お
い
て
取
り
上
げ
て
い
る
。
ジ
ュ
ン
ガ
ル
撃
退
後
の
政
体
に
関
す
る
康
熙
帝
の
勅
旨
に
は
、
加
藤
一
九
八
三
に
紹
介
さ
れ
て
い
る
も
の
の
他
に
、
康
煕
五
十
七
年
に
熱
河
で
皇
帝
に
拝
謁
し
た
チ
ャ
ガ
ン
ダ
ン
ジ
ン
に
対
し
て
、
侍
衛
ラ
シ
を
通
じ
て
く
だ
さ
れ
た
も
の
に
「
撃
敗
準
嚆
爾
賊
、
推
広
固
什
汗
立
教
。
又
固
什
汗
之
缺
、
応
令
誰
坐
」
(稿
十
四
2
左
)、
ζ
bd
目
匂
に
引
用
さ
れ
て
い
る
も
の
に
「
チ
ベ
ッ
ト
の
政
教
の
業
務
が
い
か
に
あ
る
べ
き
か
に
つ
い
て
は
一
切
智
者
五
世
の
時
に
そ
う
で
あ
っ
た
通
り
に
実
施
せ
よ
」
(2
80
b
6-
18
1a
1,
別
に
H
o。O
器
(62
)
(
63
)
-α
に
も
)
と
い
う
よ
う
な
も
の
が
あ
り
、
ひ
ろ
く
旧
状
の
回
復
を
求
め
る
も
の
と
ギ
ャ
ル
ポ
位
を
云
々
す
る
も
の
が
あ
っ
た
こ
と
が
わ
(
64
)
か
る
。
こ
の
勅
旨
に
基
づ
く
候
補
者
の
選
出
は
次
の
よ
う
に
行
わ
れ
た
。
康
熙
六
十
年
九
月
十
九
目
、
延
信
と
ホ
シ
ョ
ー
ト
王
族
た
ち
は
ポ
タ
ラ
宮
で
誰
を
ギ
匝
ル
ポ
と
し
て
チ
ベ
ヅ
ト
に
駐
在
さ
せ
る
か
を
話
し
合
っ
た
。
延
信
は
王
族
た
ち
に
、
皇
帝
に
提
出
し
て
裁
可
を
仰
ぐ
た
め
存
念
を
文
書
に
し
て
提
出
す
る
よ
う
も
ど
め
た
。
王
族
た
ち
は
即
答
が
西
難
な
の
で
相
談
の
う
え
回
答
す
る
と
の
べ
、
解
散
し
た
。
十
月
二
十
九
日
よ
り
回
答
が
と
ど
き
は
じ
め
、
ロ
ブ
サ
ン
ダ
ン
ジ
ン
、
ヂ
ャ
ガ
ン
ダ
ン
ジ
ン
、
エ
ル
デ
ニ
エ
ル
ケ
ト
ク
ト
ネ
イ
、
.ハ
ル
ジ
ュ
ル
ラ
プ
タ
ン
、
チ
ュ
イ
ラ
ク
ノ
ム
ジ
連
名
の
稟
文
(稿
十
四
21
左
ー
21
左
)
で
は
候
補
者
を
右
翼
の
ロ
ブ
サ
ン
ダ
ン
ジ
ン
、
チ
ャ
ガ
ン
ダ
ン
ジ
ン
、
左
翼
の
パ
ル
ジ
ュ
ル
ラ
プ
テ
ン
の
三
人
に
絞
り
、
「
グ
シ
ハ
ン
の
子
〔孫
〕
は
恭
し
く
満
洲
大
君
主
の
決
定
を
待
ち
ま
す
屮
と
述
べ
て
い
る
。
一
方
チ
ャ
ガ
ン
ダ
ン
ジ
ン
は
単
独
の
稟
文
(稿
十
四
2
右
ー
23
右
)
で
は
ロ
ブ
サ
ン
ダ
ン
ジ
ン
を
推
し
、
自
ら
は
青
海
の
支
配
権
を
所
望
し
て
い
る
。
ま
た
チ
ュ
イ
ラ
ク
ノ
ム
ジ
も
単
独
の
稟
文
(稿
十
四
23
右
1
23
左
)
で
は
自
薦
し
な
い
と
の
べ
る
。
p
三
人
の
候
補
者
の
う
ち
チ
ャ
ガ
ン
ダ
ン
ジ
ン
は
十
一
月
に
病
に
陥
り
、
他
の
候
補
者
や
駐
蔵
清
朝
軍
の
幹
部
と
協
議
の
上
、
青
海
で
療
　
あ
　
養
す
る
た
め
十
二
月
十
九
日
西
蔵
を
離
れ
た
。
つ
い
で
二
月
十
三
日
、
パ
ル
ジ
ュ
ル
ラ
プ
テ
ン
は
水
土
の
適
わ
な
い
土
地
で
久
し
く
待
ち
　
　
　
続
け
た
た
め
属
人
に
病
に
な
る
者
が
多
い
と
申
し
立
て
、
十
六
日
、
勝
手
に
西
蔵
を
離
れ
た
。
こ
う
し
て
ロ
ブ
サ
ン
ダ
ン
ジ
ン
は
ギ
ャ
ル
ポ
位
授
与
の
沙
汰
を
「恭
し
く
」
待
ち
続
け
る
唯
一
の
候
補
者
と
な
っ
た
。
・二
候
補
の
退
去
は
ロ
ブ
サ
ン
ダ
ン
ジ
ン
と
示
し
合
わ
せ
た
も
の
で
、
西
蔵
に
進
駐
し
た
ホ
シ
ョ
ー
ト
王
族
の
問
で
は
ロ
ブ
サ
ン
ダ
ン
ジ
ン
を
推
す
こ
と
で
一
致
し
て
い
た
ら
し
い
。
延
信
も
、
ロ
ブ
サ
ン
ダ
ン
ジ
ン
の
部
下
た
ち
が
「
わ
れ
ら
の
親
王
が
空
位
と
な
っ
た
ラ
サ
ン
の
王
位
に
就
く
」
と
言
い
触
ら
し
て
い
る
こ
と
を
報
告
し
て
い
る
(稿
十
四
26
右
)
。
1
方
'
r
タ
ン
グ
ー
ト
L
た
ち
の
間
で
は
、
ロ
ブ
サ
ン
ダ
ン
ジ
ン
を
含
む
青
海
の
王
族
た
ち
は
、
酔
っ
て
騒
ぐ
、
町
の
人
の
物
品
を
盗
　
げ
　
む
、
'
婦
人
を
拉
致
す
る
な
ど
の
理
由
で
評
判
が
非
常
に
悪
か
っ
た
。
「
タ
ン
グ
ー
ト
の
官
員
」
、
三
大
寺
や
ポ
タ
ラ
宮
殿
な
ど
の
大
ラ
マ
ら
は
「先
に
ラ
サ
ン
は
庇
護
尊
重
し
て
く
れ
た
が
、
か
の
オ
イ
ラ
ッ
ト
は
タ
ン
グ
ー
ト
み
を
見
る
こ
と
家
畜
の
よ
う
で
あ
る
…
(稿
十
四
30
左
)
」
と
述
べ
て
い
る
。
ま
た
ラ
サ
に
進
駐
し
て
き
た
ホ
シ
ョ
ー
ト
王
族
は
先
述
の
反
ラ
サ
ン
派
の
面
々
が
中
心
で
、
候
補
者
に
は
ダ
ヤ
ン
系
、
下
ル
ジ
系
か
ら
は
一
人
も
入
つ
て
お
ら
ず
、
「
〃蒙
古
人
"
ラ
サ
ン
の
行
い
に
従
お
う
と
思
っ
て
い
る
(稿
十
三
14
右
・
摺
八
46
右
1
46
左
)
」
カ
ン
チ
ェ
ン
ネ
ー
の
よ
う
な
ラ
サ
ン
の
遺
臣
に
と
っ
て
は
、
旧
主
ラ
サ
ン
に
滅
亡
を
も
た
ら
し
た
者
適
を
新
た
な
主
君
に
い
た
だ
く
こ
と
は
耐
え
が
た
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
ポ
タ
ラ
宮
で
の
宴
会
に
お
け
る
ホ
シ
rヨ
ー
ト
人
た
ち
へ
の
ぞ
ん
ざ
い
な
給
髄
や
、
ガ
お
　
ポ
ェ
パ
、
、
・カ
ン
チ
ェ
ン
ネ
ー
ら
に
ょ
る
ロ
ブ
サ
ン
ダ
ン
ジ
ン
を
名
指
し
し
た
ギ
ャ
ル
ポ
位
継
承
反
対
な
ど
に
も
こ
の
よ
う
な
背
景
が
あ
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
延
信
肇
ヤ
ル
ポ
位
継
裔
蹙
関
す
る
報
告
翻
)の
中
で
某
シ
f
圭
族
の
ギ
ャ
ル
ポ
位
継
承
候
補
者
の
選
定
の
経
緯
を
述
べ
る
だ
け
で
な
ぐ
、
王
族
ひ
と
り
ひ
と
り
に
つ
い
て
の
見
解
を
述
べ
、
彼
ら
の
ジ
ュ
ン
ガ
ル
と
の
ふ
ま
じ
め
な
戦
い
振
り
、
「
タ
ン
グ
ー
ト
」
た
ち
の
評
判
馨
も
取
呈
げ
艙
そ
し
て
「
タ
ン
ギ
ト
」
た
ち
の
間
で
笋
ラ
ブ
タ
ン
オ
ン
ボ
の
評
判
が
よ
い
こ
と
を
示
堕
延
信
自
身
は
ホ
シ
ョ
ヨ
ト
王
族
の
推
薦
と
は
別
途
に
、
清
朝
軍
の
一
員
と
し
て
従
軍
し
て
い
る
ア
ラ
シ
ャ
ン
の
ア
ボ
ー
諺
ω
切
心
O
ω
を
継
承
候
ラ
サ
ソ
体
制
(
一
七
〇
五
ー
一
七
二
七
)
の
構
造
と
そ
の
解
体
過
程
に
つ
い
て
一
二
二
一
一
四
蘰
推
し
て
い
靤
こ
の
報
告
書
も
お
そ
ら
く
重
要
窶
因
と
な
っ
て
、
康
熈
帝
は
・
ブ
サ
ン
ダ
ン
ジ
ン
に
ギ
ャ
ル
ポ
位
を
継
承
さ
せ
な
　お
　
い
こ
と
を
在
世
時
に
す
で
に
決
定
し
た
と
思
わ
れ
る
。
ロ
ブ
サ
ン
ダ
ン
ジ
ン
は
一
七
二
二
年
ま
で
西
蔵
で
沙
汰
を
待
ち
続
け
た
後
、
空
し
ぐ
青
海
に
帰
還
し
た
。
で
は
、
康
熙
帝
が
こ
の
時
同
時
に
「グ
シ
ハ
ン
王
家
の
チ
ベ
ッ
ト
王
権
」
自
体
も
否
定
し
て
い
た
か
と
い
え
ば
、
そ
れ
は
は
な
は
だ
疑
問
で
あ
る
。
一
七
三
一
年
、
ジ
ュ
ン
ガ
ル
が
「
汗
」
に
即
位
さ
せ
る
た
め
兵
五
〇
〇
〇
を
つ
け
て
ス
ル
ジ
ャ
を
西
蔵
に
送
ろ
う
と
し
て
い
る
と
い
う
ポ
ラ
ネ
ー
の
報
告
に
対
す
る
雍
正
帝
の
回
答
を
み
る
と
、
…
…
準
嚆
爾
兵
若
以
兵
随
蘇
爾
雑
、
断
不
可
容
留
、
即
迎
戦
撃
退
。
…
…
帯
領
数
人
、
恭
順
来
帰
、
爾
等
収
留
、
悉
心
安
頓
。
至
若
立
汗
之
事
、
当
令
達
頼
喇
嘛
・
班
禅
喇
嘛
奏
聞
於
朕
、
方
可
建
立
。
…
…
今
蘇
爾
雑
若
果
率
領
数
人
来
帰
、
爾
即
行
奏
聞
、
候
朕
男
　あ
　
頒
諭
旨
。
〔文
中
の
〃
爾
"
は
ポ
ラ
ネ
ー
を
指
す
。〕
と
あ
り
、
清
朝
ボ
ス
ル
ジ
ャ
の
即
位
を
認
め
る
場
合
の
条
件
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
引
用
し
な
か
っ
た
部
分
に
は
、
ジ
ュ
ン
ガ
ル
軍
に
備
え
た
兵
力
の
配
置
の
指
示
や
、
ジ
ュ
ン
ガ
ル
の
狡
猾
さ
を
力
説
す
る
記
述
が
あ
る
。
も
し
清
朝
と
西
蔵
側
が
と
も
に
こ
の
時
点
で
グ
シ
ハ
ン
王
家
の
王
権
を
全
く
問
題
に
し
て
い
な
い
な
ら
ぽ
、
雍
正
帝
は
兵
力
の
配
置
の
指
示
の
み
を
行
え
ば
よ
く
、
ジ
ュ
ン
ガ
ル
の
狡
猾
さ
を
強
調
し
た
り
、
ス
ル
ジ
ャ
即
位
の
条
件
を
述
べ
る
必
要
は
な
い
。
こ
の
回
答
は
、
当
時
ラ
サ
政
府
を
支
配
し
て
い
た
ポ
ラ
ネ
ー
が
グ
シ
ハ
ン
王
家
を
擁
す
る
態
度
を
ま
だ
持
っ
て
い
た
こ
と
、
清
朝
が
「
グ
シ
ハ
ン
王
家
の
チ
ベ
ヅ
ト
王
権
」
を
否
定
し
て
い
な
か
っ
た
こ
と
を
意
味
す
る
も
の
で
あ
る
。
ま
た
雍
正
帝
が
ジ
ュ
ン
ガ
ル
の
狡
猾
さ
を
強
調
し
た
の
は
、
ポ
ラ
ネ
ー
が
清
朝
の
頭
越
し
に
ジ
ュ
ン
ガ
ル
と
手
を
携
え
て
ス
ル
ジ
ャ
を
即
位
さ
せ
る
こ
と
の
な
い
よ
う
釘
を
刺
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
康
熙
帝
と
し
て
は
、
ロ
ブ
サ
ン
ダ
ン
ジ
ン
は
不
適
当
で
も
、
西
蔵
の
人
々
に
受
け
入
れ
ら
れ
、
清
朝
に
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
が
可
能
な
形
で
な
ら
ギ
ャ
ル
ポ
の
復
活
に
異
存
は
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
4
ラ
サ
ン
体
制
の
解
体
以
上
、
ジ
ュ
ン
ガ
ル
侵
攻
の
以
前
と
以
後
を
比
較
し
て
み
る
と
、
青
海
、
西
蔵
の
両
ホ
シ
ョ
ー
ト
集
団
は
健
在
で
あ
り
、
青
海
側
の
指
導
者
は
西
蔵
集
団
の
一
部
を
管
轄
し
て
い
る
。
ラ
サ
ン
の
旧
臣
二
名
(
ホ
シ
ョ
ー
ト
人
カ
ン
チ
ェ
ン
ネ
ー
、
チ
ベ
ッ
ト
人
ポ
ラ
ネ
ー
)
で
西
蔵
の
西
半
分
を
管
轄
し
、
う
ち
一
人
は
カ
ロ
ン
で
あ
る
。
ま
た
ギ
ャ
ル
ポ
は
空
位
で
あ
る
が
、
ホ
シ
ョ
ー
ト
王
族
の
継
承
権
は
否
定
さ
れ
て
い
な
い
、
な
ど
の
点
を
み
る
と
、
ギ
㍗
ル
ポ
が
不
在
の
点
を
除
き
、
ラ
サ
ン
体
制
は
回
復
さ
れ
た
と
い
っ
て
も
さ
七
つ
か
え
あ
る
ま
い
。ラ
サ
ン
体
制
に
終
焉
を
も
た
ら
す
き
っ
か
け
と
な
っ
た
の
は
、
清
朝
の
青
海
征
服
で
あ
る
。
ロ
ブ
サ
ン
ダ
ン
ジ
ン
と
、
チ
ャ
ガ
ン
ダ
ン
ジ
ン
、
エ
ル
デ
ニ
エ
ル
ケ
ト
ク
ト
ネ
ー
ら
旧
反
ラ
サ
ン
派
の
内
紛
に
対
し
旧
ラ
サ
ン
派
は
拉
致
や
死
去
で
不
在
と
な
っ
た
ス
ル
ジ
ャ
や
ダ
ヤ
ン
を
除
き
ロ
ブ
サ
ン
ダ
ン
ジ
ン
側
に
加
担
し
、
チ
ャ
ン
マ
ル
も
ア
ラ
ブ
タ
ン
オ
ン
ボ
忙
囚
わ
れ
て
行
動
を
共
に
し
た
(
加
藤
一
九
八
六
、
娼
.
3
8
)
°
清
朝
は
こ
の
紛
争
に
対
し
、
ロ
ブ
サ
ン
ダ
ン
ジ
ン
側
を
叛
乱
者
と
し
て
大
規
模
な
鎮
圧
を
加
え
、
西
蔵
の
集
団
を
除
く
ホ
シ
ョ
ー
ト
の
(7
)
各
集
団
を
亡
と
ご
と
く
滅
ぼ
す
か
服
属
さ
せ
、
そ
の
支
配
下
に
あ
っ
た
青
海
、
カ
ム
を
清
朝
の
直
接
統
治
下
に
組
み
込
ん
だ
。
チ
ャ
ン
マ
ル
は
清
朝
の
手
に
落
ち
た
あ
と
監
視
下
に
お
か
れ
(
加
藤
一
九
八
六
、
p
.3
8)
、
お
そ
ら
く
は
叛
乱
者
の
一
味
と
し
て
処
刑
さ
れ
た
も
の
(78
)
(
四
)
(80
)
と
思
わ
れ
る
。
ス
ル
ジ
ャ
属
下
の
巴
爾
出
海
、
春
木
珠
児
ら
が
清
朝
に
帰
順
し
佐
領
に
編
成
さ
れ
た
と
い
う
記
事
は
、
青
海
集
団
が
解
体
さ
れ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
こ
の
事
件
は
カ
ン
チ
鴇
シ
ネ
ー
に
と
つ
て
大
髫
な
打
撃
と
な
っ
た
。
こ
の
結
果
、
西
蔵
に
対
す
る
青
海
の
後
盾
は
消
滅
し
、
カ
ン
チ
ェ
ン
ネ
r
は
手
持
ち
の
勢
力
だ
け
で
東
チ
ベ
ッ
ト
の
ニ
カ
ロ
ン
と
対
峙
せ
ね
ば
な
ら
な
く
な
っ
た
の
で
あ
る
。
清
朝
は
カ
γ
チ
ェ
ン
ネ
ー
を
カ
ロ
ン
の
筆
頭
と
し
、
ポ
ラ
ネ
ー
を
カ
ロ
ン
に
補
任
す
る
な
ど
カ
ン
チ
ェ
ン
ネ
ー
の
立
場
を
強
化
す
る
措
置
を
と
っ
た
が
、
彼
の
権
威
は
確
立
せ
ず
、
カ
ロ
ン
間
の
対
立
が
激
化
し
た
あ
げ
く
ク
ー
デ
タ
に
よ
り
打
倒
さ
れ
る
。
ラ
サ
ソ
体
制
(
一
七
〇
五
ー
一
七
二
七
)
の
構
造
と
そ
の
解
体
過
程
に
つ
い
て
二
五
帰
一
一
六
お
わ
り
に
ホ
シ
ョ
ー
ト
王
国
の
発
足
当
初
、
ダ
ム
の
ホ
シ
ョ
ー
ト
集
団
は
、
全
青
海
ホ
シ
ョ
ー
ト
の
軍
事
力
を
象
徴
す
る
存
在
と
し
て
西
蔵
に
配
置
さ
れ
た
。
そ
の
後
、
代
替
わ
り
に
よ
る
分
割
相
続
に
よ
り
ギ
ャ
ル
ポ
が
ホ
ウ
、ヨ
ー
ト
部
の
本
拠
地
青
海
に
お
い
て
直
接
掌
握
す
る
ホ
シ
ョ
ー
ト
集
団
の
規
模
は
縮
小
し
た
が
、
ダ
ム
の
集
団
は
ギ
ャ
ル
ポ
の
武
力
と
し
て
、
そ
れ
自
体
の
軍
事
力
に
加
え
青
海
集
団
や
ダ
ヤ
ン
系
傍
系
集
団
、
そ
の
他
の
系
統
の
傍
系
王
族
な
ど
の
後
ろ
盾
を
持
つ
と
い
う
状
況
に
変
化
は
な
か
っ
た
。
一た
だ
し
ラ
サ
ン
体
制
の
成
立
以
後
、
ホ
シ
ョ
ー
ト
部
の
分
裂
は
兵
力
を
動
員
し
あ
う
激
し
い
対
立
に
ま
で
エ
ス
カ
レ
ー
ト
し
た
。
こ
の
よ
う
な
対
立
は
ラ
サ
ン
以
前
に
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
も
の
で
、
ラ
サ
ン
体
制
に
と
っ
て
致
命
的
な
弱
点
で
あ
っ
た
。
デ
ー
タ
の
一
部
欠
落
の
た
め
暫
定
的
数
値
で
あ
る
が
、
1
七
t
1
1
年
の
時
点
で
の
兵
力
一
を
戸
一
に
換
算
し
、
五
家
の
一
員
ス
ル
ジ
ャ
が
他
家
に
匹
敵
す
る
一
〇
〇
〇
戸
を
有
し
た
と
仮
定
し
て
、
青
海
に
お
け
る
ラ
サ
ン
派
、
反
ラ
サ
ン
派
の
勢
力
を
比
較
し
て
み
る
と
、
ダ
ヤ
ン
系
、
ド
ル
ジ
系
併
せ
て
五
〇
〇
〇
戸
強
と
な
る
の
に
対
し
、
反
ラ
サ
ン
派
の
五
系
統
を
合
す
る
と
優
に
一
万
二
〇
〇
〇
戸
を
越
え
、
反
ラ
サ
ン
派
歪
倒
的
後
摯
あ
る
・
ラ
サ
ン
派
は
覇
の
介
歪
よ
っ
て
辛
ろ
う
じ
て
こ
れ
に
拮
抗
し
櫞
彼
ら
が
ジ
ュ
ン
ガ
ル
の
侵
攻
に
よ
る
ラ
サ
ン
の
滅
亡
を
傍
観
せ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
の
は
、
圧
倒
的
な
敵
対
勢
力
と
対
峙
し
て
兵
力
を
西
蔵
に
回
す
余
裕
が
な
か
っ
た
た
め
で
あ
ろ
う
。
対
立
の
き
っ
か
け
と
な
っ
た
ダ
ラ
イ
ラ
マ
の
選
定
が
、
カ
ル
サ
ン
ギ
ャ
ム
ツ
ォ
の
即
位
と
い
う
形
で
決
着
し
て
も
、
反
目
の
影
響
は
尾
を
引
い
た
。
ラ
サ
ン
の
後
継
者
と
し
て
選
出
さ
れ
た
候
補
者
が
激
し
い
拒
否
に
あ
い
即
位
で
き
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
も
し
政
治
上
の
最
高
責
任
者
と
し
て
の
ギ
ャ
ル
ポ
の
存
在
が
あ
れ
ば
、
ラ
サ
政
府
は
ホ
シ
ョ
ー
ト
支
配
の
も
と
で
安
定
し
、
カ
ロ
ン
間
の
対
立
が
生
じ
て
も
内
戦
に
ま
で
エ
ス
カ
レ
」
ト
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
実
際
に
は
ホ
シ
ョ
ー
ト
勢
力
は
内
閣
の
一
角
を
占
め
る
に
す
ぎ
ず
、
そ
の
長
カ
ン
チ
ェ
ン
ネ
ー
は
対
立
す
る
二
派
の
当
事
者
の
一
人
と
し
て
、
ク
ー
デ
タ
に
よ
り
殺
害
さ
れ
た
。
内
戦
を
へ
て
西
蔵
集
団
の
政
治
的
立
場
は
さ
ら
.に
変
化
す
る
。
グ
シ
ハ
ン
以
来
、
西
蔵
集
団
は
ホ
シ
ョ
ー
ト
人
指
導
者
の
み
に
従
っ
て
お
り
、
ラ
サ
政
府
を
握
る
チ
ベ
ッ
ト
人
権
力
者
か
ら
直
接
統
制
を
受
け
た
こ
と
は
な
か
っ
た
。
し
か
し
こ
こ
に
到
っ
て
つ
い
に
チ
ベ
ッ
ト
人
ポ
ラ
ネ
ー
の
配
下
に
組
、み
込
ま
れ
、
ラ
サ
政
府
に
従
属
す
る
立
場
に
置
か
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
め
で
あ
る
。
ポ
ラ
ネ
ー
は
ラ
サ
ン
の
旧
臣
老
し
て
そ
の
後
も
一
七
三
〇
年
代
初
頭
ま
で
は
ラ
サ
ン
の
遺
児
を
奉
ず
る
態
度
を
保
っ
て
い
た
が
、
彼
が
翻
心
し
た
時
、
そ
れ
を
咎
め
る
こ
と
の
で
き
る
ホ
シ
ョ
ー
小
の
勢
力
は
も
は
や
存
在
し
な
か
っ
た
。
し
た
が
っ
て
一
七
二
七
年
の
カ
ン
チ
恨
ン
ネ
ー
政
権
の
崩
壊
を
も
っ
.て
、
ギ
ャ
ル
ポ
の
固
有
の
権
力
基
盤
の
消
減
、
チ
ベ
ッ
ト
に
お
け
る
、
ホ
シ
ョ
ー
ト
支
配
"
の
終
焉
、
ホ
シ
ョ
ー
患
王
国
ゐ
実
質
的
な
滅
亡
と
位
置
づ
け
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
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u
n
g
;t
sh
e
r
in
g
d
b
�
ri
g
r
g
y
a
l)
著
、
周
秋
有
訳
、
西
蔵
人
民
出
版
社
一
九
八
六
s
u
in
p
a
y
e
sh
e
s
d
p
a
l
'b
y.o
r
:
m
ts
h
o
s
n
g
o
n
g
y
i
lo
r
g
y
u
d
g
a
'
ld
a
n
p
h
o
b
r
a
n
g
b
a
'i
ch
�
b
'b
a
n
g
s
d
b
u
s
g
tsh
a
n
g
d
w
a
g
s
l
o
ri
r
o
n
g
k
h
a
g
b
c
a
s
k
y
i
lc
a
g
s
sta
g
z
h
ib
g
z
h
u
n
g
d
a
m
'b
y
a
r
m
a
'i
z
h
a
l
b
sh
u
s
d
g
e
西
蔵
蔵
文
古
籍
出
版
社
一
九
八
九
b
s
ta
ri
'd
z
i_n
d
p
a
l
'b
y
o
r
:
d
g
a
b
z
h
i
b
a
'i
m
i
r
a
b
s
k
y
i
b
y
u
n
g
b
a
b
r
jo
d
p
a
z
o
l
m
e
d
g
ta
m
g
y
i
r
o
l
m
o
.
四
川
民
族
出
版
社
版
一
九
八
六
一
統
志
嘉
慶
重
修
大
清
一
統
志
允
龝
奏
摺
奏
稿
・
奏
摺
,・
奏
議
の
総
称
奏
稿
、
稿
呉
豊
培
編
『嘸
遠
大
将
軍
允
薩
奏
稿
』
全
国
図
書
館
文
献
縮
微
複
製
中
心
、
一
九
九
一
奏
摺
、
摺
撫
遠
大
将
軍
奏
摺
(東
洋
文
庫
所
蔵
「奏
摺
襠
」)
奏
議
、
議
「
撫
遠
大
将
軍
奏
議
」
『清
史
資
料
』
b
歹
ド$
占
8
第
三
輯
北
京
.
中
華
書
局
一
九
八
三
実
録
、
実
清
実
録
同
文
志
欽
定
西
域
同
文
志
当
雄
宗
調
査
報
告
『蔵
族
社
会
歴
史
調
査
』
⇔
西
蔵
人
民
出
版
社
一
九
八
九
、
p
p
.2
94
-3
24
内
府
輿
図
清
乾
隆
内
府
盥
ハ地
図
年
羮
堯
奏
摺
年
羮
堯
奏
摺
専
輯
上
中
下
、
国
立
故
宮
博
物
院
一
九
七
一
表
伝
欽
定
外
藩
蒙
古
回
部
王
公
表
伝
方
略
、ド
方
奮
平
定
準
臈
爾
方
略
輿
地
秘
図
満
漢
合
璧
清
内
府
一
統
輿
地
秘
図
・
石
濱
一
九
八
八
1
1
石
濱
一
九
八
八
i
2
石
濱
一
九
八
八
1
3
石
濱
一
九
八
八
1
4
石
濱
一
九
九
二
加
藤
一
九
八
三
加
藤
一
九
八
六
二
参
考
文
献
.
石
濱
裕
美
子
「東
洋
文
庫
所
蔵
写
本
『
撫
遠
大
将
軍
奏
摺
』
と
『清
史
資
料
』
第
三
輯
所
収
「撫
遠
大
将
軍
奏
議
」
に
つ
い
て
L
『
モ
ン
ゴ
ル
研
究
』
2
0.
18
j
九
八
八
石
濱
裕
美
子
「
ジ
ュ
ン
ガ
ル
の
チ
ベ
ッ
ト
侵
攻
前
後
に
お
け
る
青
海
ホ
シ
ョ
ト
と
ジ
ュ
ン
ガ
ル
の
協
力
関
係
に
つ
い
て
ト
『
早
稲
田
大
学
大
学
院
文
学
部
研
究
科
紀
要
哲
学
・
史
学
編
』
別
冊
第
十
四
集
、
一
九
八
八
石
濱
裕
美
子
「清
朝
の
チ
ベ
ッ
ト
平
定
に
対
す
る
青
海
ホ
シ
ョ
ッ
ト
の
立
場
」
日
本
西
蔵
学
会
女
報
第
34
号
一
九
八
八
石
濱
裕
美
子
「グ
シ
ハ
ン
王
家
の
チ
ベ
ッ
う
王
権
喪
失
過
程
に
関
す
る
一
考
察
ー
ロ
ブ
サ
ン
ダ
ン
ジ
ン
(窪
o
b
za
n
g
b
sta
n
'd
zin
)
S
「反
乱
」
再
考
1
」
『東
洋
学
報
』
一
九
八
八
3
・
4
石
濱
裕
美
子
「摂
政
サ
ン
ゲ
・
ギ
ャ
ン
ツ
ォ
の
著
作
に
み
る
一
七
世
紀
チ
ベ
ッ
ト
の
王
権
論
』
東
洋
史
研
究
51
i
2
r
一
九
九
二
加
藤
直
人
「
一
七
一
ゴ
ニ
年
ロ
ブ
ザ
ン
・
ダ
ン
ジ
ン
の
反
乱
r
そ
の
反
乱
前
夜
を
中
心
と
も
て
l
」
『内
陸
フ
ジ
ア
・
西
ア
ジ
ア
の
社
会
と
文
化
』
一
九
八
三
加
藤
直
人
「
一
七
二
三
年
ロ
ブ
ザ
ン
・
ダ
ン
ジ
ン
の
反
乱
-
反
乱
の
経
過
を
中
心
と
し
て
ー
」
東
洋
史
研
究
45
1
'
　
*
以
下
の
三
点
は
『
中
世
チ
ベ
ッ
ト
史
研
究
』
(
一
九
八
六
)
所
収
の
補
訂
版
に
よ
る
。
佐
藤
一
九
六
三
佐
藤
長
「
パ
ク
モ
ド
ゥ
パ
政
権
初
期
の
チ
ベ
ッ
ト
状
勢
」
明
代
蒙
古
史
研
究
ラ
サ
ン
体
制
(
一
七
〇
五
ー
一
七
二
七
)
の
構
造
と
そ
の
解
体
過
程
に
つ
い
て
二
九
r
佐
藤
晶
九
七
三
1
1
佐
藤
一
九
七
三
ー
2
山
口
一
九
六
三
山
口
晶
九
九
二
諺
○
C
T
N
o
te
T
P
H
Y
P
h
=
一〇
佐
藤
長
「
ロ
ブ
ザ
ン
ダ
ン
ジ
ソ
の
反
乱
に
っ
い
て
」
史
林
5
1
6
.
,
.
7
佐
藤
長
「
青
海
オ
イ
ラ
ッ
ト
諸
部
落
の
起
源
」
・
東
洋
史
研
究
32
-
1
、
3
山
口
瑞
鳳
「
顧
実
汗
の
チ
ベ
ヅ
ト
支
配
に
至
る
経
緯
」
『
岩
井
博
士
古
稀
記
念
論
文
集
』
山
口
瑞
鳳
「
ダ
ラ
イ
ラ
マ
五
世
の
統
治
権
-
活
仏
ツ
ム
カ
ン
ゴ
ン
マ
と
管
領
ノ
ル
ブ
の
抹
殺
」
東
洋
学
報
73
1
3
、
4
,
L
u
c
ia
n
o
P
e
te
c
h
°
A
r
isto
c
r
�
c
y
a
n
d
G
o
v
e
r
n
m
e
n
t
in
T
ib
e
t
1
7
2
8
-
1
9
5
9
.S
e
r
ie
O
r
ie
ri
t
le
R
o
m
a
X
L
V
1
9
7
3
P
e
te
c
h
,
L
°
C
h
i
n
a
a
n
d
T
ib
e
t
in
th
e
E
a
r
ly
1
8
c
e
n
tu
r
y
:
H
is
to
r
y
o
f
th
e
E
sta
b
lisli
m
�
n
t
o
f
C
h
in
e
se
P
r
o
te
c
to
r
a
te
i
n
T
ib
e
t,
L
e
id
e
n
:
1
s
t
.e
d
,.
1
9
5
0
2
n
d
e
d
1
9
7
2
P
�
te
c
h
,
L
°
"
N
o
te
s
o
n
T
ib
e
ta
n
H
is
to
r
�
o
f
1
8
c
e
n
tu
r
y
'.'
T
'o
u
n
g
P
a
o
5
2
1
9
6
5
-
6
6
T
se
p
o
n
W
°
U
.
S
h
a
k
a
b
p
a
.
T
ib
et
,
A
P
o
liti
c
a
l
H
isto
r
y
,
N
e
w
H
a
v
e
n
,
1
9
6
7
ch
a
b
sp
e
l
tsh
�
b
r
ta
n
p
h
u
n
tsh
�
g
s
°
b
o
d
k
y
i
to
r
g
y
u
s
r
a
g
s
r
im
g
y
u
y
i
p
h
e
n
g
b
a
°
b
a
r
c
h
a
,
b
o
d
lj
o
n
g
s
d
p
�
r
n
y
i
n
g
d
p
e
s
k
r
u
n
k
h
a
n
g
,
.1
9
9
1
*
清
朝
史
料
書
名
下
の
漢
数
字
は
巻
数
を
、
算
用
数
字
は
丁
数
を
表
す
。
注(
1
)
年
羮
堯
、
雍
正
二
五
月
十
一
日
付
「
条
陳
西
海
善
後
事
宜
摺
」
(
年
羮
堯
奏
摺
(
jt-)
p
p
.
8
6
3
j-L
-
8
6
9
)
°
r唐
古
特
四
大
部
落
」
は
西
海
、
喀
木
、
蔵
、
衛
。
(
2
)
-青
海
史
、
0び
α
、
山
旦
り
九
六
三
、
p
.7
5
0
、
佐
藤
一
九
七
三
1
2
、
p
.4
2
8
(
m
)
M
B
T
J
は
サ
ソ
ギ
ェ
ギ
ャ
ム
ツ
ォ
、
ラ
サ
ソ
、
タ
ク
ツ
ェ
パ
、
カ
ソ
チ
ェ
ソ
ネ
ー
、
ポ
ラ
ネ
ー
ら
ラ
サ
政
府
の
歴
代
支
配
者
を
王
(
m
i
b
d
ag
,
m
i'i
b
d
a
g
p
o
,
b
o
d
r
je)
と
称
し
、
「昔
日
、
歴
代
の
チ
ベ
ッ
ト
}}j
b
o
d
r
je
に
お
い
て
は
デ
シ
と
か
ギ
ャ
ル
ポ
と
い
う
美
称
が
広
く
用
い
ら
れ
た
が
…
…
(
2
3
7
a
2
-
3
)
」
と
の
べ
、
ラ
サ
政
府
の
関
係
者
の
中
で
は
グ
シ
ハ
ン
一
族
の
み
に
ギ
ャ
ル
ポ
の
称
号
を
冠
し
て
い
る
。
本
稿
も
こ
れ
に
倣
う
。
歴
代
ギ
ャ
ル
ポ
の
称
号
は
以
下
の
と
お
り
(
N
o
te
,
B
5
D
L
な
ど
に
よ
る
)
。
グ
シ
ハ
ン
b
sta
n
'd
a
in
c
h
o
s
k
y
i
r
g
y
a
l
p
o
ダ
ヤ
ソ
b
sta
n
'd
z
in
rd
o
rje
r
gq
q
a
l
p
o
〃
b
sta
n
'd
z
in
d
a
y
a
n
r
g
y
a
l
p
o
グ
ソ
チ
ュ
ク
b
sta
n
'd
z
in
d
a
la
'i
k
h
a
n
テ
ソ
ジ
ソ
ワ
ソ
ギ
ャ
ル
称
号
な
し
ラ
サ
ン
b
sf�
n
'd
z
in
j
in
g
g
ir
r
g
y
a
l
p
o
(
4
)
山
口
一
九
六
三
、
p
.
7
5
0
°
3
口
一
九
九
二
、
p
p
.
12
5
,
1
2
8
(
5
)
年
羮
堯
、
雍
正
二
年
五
月
十
一
日
付
「条
陳
西
海
善
後
事
宜
摺
」
『年
羮
堯
専
輯
』
(
下
)
p
.8
6
5
上
一』
。
1
下
1.5
°
常
寿
、
雍
正
元
年
九
月
二
十
四
日
付
年
羮
堯
宛
満
文
書
簡
(
『
年
羮
堯
奏
摺
』
$
-
p
.
7
2
9
11.6
=
7
,
1
1
=
1
2
)
(
6
)
本
稿
で
は
青
海
、
カ
ム
に
対
し
て
中
央
チ
ベ
ッ
ト
に
ガ
リ
を
併
せ
た
総
称
と
し
て
使
用
ゆ
(
7
)
ナ
ク
ツ
ァ
ソ
↓
パ
ル
ジ
ュ
ル
ラ
プ
テ
ソ
(
稿
十
五
16
左
)
、
ナ
ク
シ
ョ
↓
ホ
シ
ョ
ー
ト
j}
j族
(
1V
IB
T
J
;
2
1
2
a
5
)
、
ホ
ル
カ
シ
↓
チ
ャ
ガ
ソ
ダ
ソ
ジ
/
(M
B
T
J
;
9
0
b
6
=9
1
a
1)
°
・
一
(
8
)
「
徳
格
土
la
世
譜
」
p
p
.
2
5
1
,
2
5
5
°
任
乃
強
『
民
族
研
究
論
文
集
』
民
族
出
版
社
ち
㊤
O
。
竃
o
、
p
p
.
2
2
～
σ
囚
(
9
)
元̀
朝
期
に
実
在
し
た
「
十
三
万
戸
」
は
ウ
ィ
・
ツ
ァ
ソ
内
に
偏
っ
て
分
布
し
丁て
い
る
(
佐
藤
し「
パ
ク
モ
ド
ゥ
パ
政
権
初
期
の
チ
ベ
ッ
ト
状
勢
」
℃
梦
㊤鱒
I
O
。
℃
山
P
一
九
六
二
や
ミ
P
ド
リ
ソ
伝
p
P
・
9
-
HO
)
。
シ
ャ
カ
ッ
パ
は
全
国
を
区
分
す
る
方
法
の
一
種
と
し
「
東
は
打
箭
鑪
か
ら
西
は
ラ
ダ
ッ
ク
国
境
ま
で
の
チ
ベ
ッ
ト
全
土
」
と
見
な
す
、
(
T
P
H
,
p
p
.
2
,
1
1
1
)
。
ド
リ
ソ
伝
に
も
ガ
リ
の
3
コ
ル
、
ウ
ィ
ツ
ァ
ソ
の
4
ル
、
ド
カ
ム
の
6
カ
ソ
を
あ
わ
せ
て
13
の
テ
一イ
コ
ル
と
す
る
説
が
あ
る
こ
と
を
紹
介
し
て
い
る
(
ド
リ
ソ
伝
や
O
)
。
た
だ
し
著
者
テ
ン
ジ
ソ
ペ
ン
ジ
ョ
ル
自
身
は
こ
の
説
を
誤
り
と
み
な
し
て
い
る
。
(
°
)
B
5
D
L
;
K
a
,
1
0
7
b
5
-
6
,
2
8
4
a
1
-
2
°
10
7
b
Q
も
の
に
は
「
ダ
ラ
イ
ラ
マ
に
」
贈
っ
た
と
は
記
さ
れ
て
い
な
い
。
十
三
万
戸
の
献
上
が
意
味
す
る
と
こ
ろ
に
つ
い
て
、
シ
ャ
カ
ッ
パ
が
全
チ
ベ
ッ
ト
の
支
配
権
の
献
上
と
す
る
の
に
対
し
、
ツ
ェ
プ
テ
ン
プ
ン
ツ
ォ
氏
は
ウ
ィ
ツ
ァ
ソ
の
主
権
の
献
上
と
し
N
rca
よ
う
N
あ
rca
(
Y
P
h
;
p
p
.5
7
0
-
5
7
2
)
°
3
口
瑞
鳳
氏
は
チ
ペ
ッ
ト
の
統
治
権
の
献
上
と
し
た
上
で
、
そ
の
記
事
に
疑
念
を
表
明
し
て
い
る
(
山
口
一
九
九
二
)
。
ロ
ー
マ
教
皇
の
よ
う
に
、
宗
教
的
に
高
い
権
威
を
有
す
る
人
物
が
政
治
的
影
響
力
を
発
揮
す
る
例
も
あ
る
の
で
宀
政
府
組
織
の
権
限
の
問
題
と
は
区
別
し
て
考
察
す
べ
き
と
思
わ
れ
る
。
(
1
)
年
羮
堯
、
雍
正
二
年
五
月
十
一
日
付
「
条
陳
西
海
善
後
事
宜
摺
」
『
年
羮
堯
専
輯
』
(
下
)
p
p
.
8
6
5
下
i
。
①
Φ
上
。
(
12
)
C
T
,
C
H
A
P
T
E
R
T
W
O
°
(
13
)
A
は
グ
シ
ハ
ン
の
子
の
世
代
、
B
は
孫
の
世
代
、
数
字
は
兄
弟
内
の
排
行
を
示
す
。
・℃
ω
匂
N
の
系
図
の
欠
落
部
分
は
U
O
よ
り
補
っ
て
(
)
と
〃
"
内
に
示
し
た
。
〃
"
は
s
o
g
p
o
'i
y
ig
ラ
サ
ン
体
制
(
一
七
〇
五
-
一
七
二
七
)
の
構
造
と
そ
の
解
体
過
程
に
つ
い
て
=
コ
一
二
二
'tsh
a
n
g
を
示
す
。
、
∴
、
・
(
14
)
康
熙
五
十
四
年
十
二
月
壬
午
(方
三
6
左
ー
7
右
,
実
二
六
六
17
右
)
。
(
15
)
以
下
ホ
シ
ョ
ー
ト
王
族
の
兵
力
に
言
及
す
る
場
合
、
全
て
ギ
ャ
ル
ポ
後
継
候
補
者
の
選
定
に
関
す
る
延
信
の
報
告
書
(
康
熙
六
十
年
二
月
二
三
日
)
記
載
の
亠
七
一
=
年
段
階
の
数
字
を
用
い
る
。
稿
十
四
25
右
1
30
右
。
(
16
)
以
下
ホ
シ
ョ
ー
ト
王
族
の
戸
数
に
言
及
す
る
場
合
、
す
べ
て
て
「
青
海
蒙
古
族
社
会
調
査
」
(
『
青
海
省
蔵
族
蒙
古
族
社
会
歴
史
調
査
』
青
海
人
民
出
版
社
一
九
八
五
)
記
載
の
一
七
二
四
年
段
階
の
数
字
(
「
戸
口
約
数
初
編
」
)
を
用
>
る
°
p
p
.
1
4
0
-
1
4
4
°
(
17
)
M
B
T
J
;
1
1
6b
1
°
(
18
)
康
熙
五
十
三
年
六
月
乙
亥
(
実
二
五
九
4
左
)
。
ま
た
ス
ル
ジ
ャ
の
青
海
派
遣
と
同
時
に
行
わ
れ
た
長
子
ガ
ル
ダ
ン
ダ
ン
ジ
ン
諺
H
切
h
C
2
D
1
S
イ
リ
行
き
が
一
七
一
四
年
で
あ
る
こ
と
(
石
濱
一
九
八
八
ー
2
、
p
.2
0
3
)
に
よ
る
。
(
19
)
N
o
te
;
p
°
讒
。
(
5
)
。
(
20
)
青
海
史
、
7
b
4
D
G
,
6
4
b
6
C
T
,
p
p
.
10
-
1
1°
(
21
)
青
海
に
投
ず
る
以
前
は
ガ
ル
ダ
ソ
の
伯
父
チ
ョ
ク
ル
・
ウ
バ
シ
の
奴
僕
だ
っ
た
と
す
る
。
(
2
>
こ
の
よ
う
な
行
為
と
し
て
は
、
以
下
の
よ
う
な
も
の
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
丸
で
囲
っ
た
数
字
は
、
本
文
九
七
～
九
八
頁
で
王
公
名
の
左
に
附
し
て
い
る
固
有
の
番
号
で
、
そ
の
行
事
へ
の
参
加
者
を
示
す
。
'
イ
、
ツ
ァ
ソ
ヤ
ン
ギ
ャ
ム
ツ
ォ
の
転
生
者
を
求
め
て
カ
ル
サ
ソ
に
接
触
●
O
⑩
(
19
a
6
-
b
1)
°
ロ
、
・
一
七
一
四
年
ハ
デ
ル
ゲ
に
移
っ
た
カ
ル
サ
ソ
ギ
ャ
ム
ツ
ォ
に
審
査
と
祝
賀
の
使
者
を
派
遣
⑭
⑦
⑫
①
⑬
⑪
⑩
(
22
a
1-
3
)
。
ハ
、
一
七
一
四
年
、
青
海
王
公
の
招
待
に
応
じ
て
青
海
に
向
か
う
カ
ル
サ
ソ
を
出
迎
え
⑤
①
⑪
⑰
⑱
③
(2
3
b
2
-
3
)
。
二
、
一
七
一
五
年
、
清
国
が
ア
チ
ト
ゥ
を
派
遣
し
て
カ
ル
サ
ソ
ギ
ャ
ム
ツ
冴
を
委
ね
る
よ
う
求
め
た
の
に
対
し
、
右
翼
の
長
た
ち
に
派
遣
さ
れ
て
免
除
を
請
う
使
者
と
な
っ
た
老
⑲
⑱
⑰
(2
4
b
3
-
4
)
。
ホ
、
一
七
一
四
年
十
二
月
カ
ル
サ
ソ
ギ
ャ
ム
ツ
ォ
に
礼
拝
⑮
⑦
⑨
⑯
④
②
①
⑫
(2
6
a
3
-
4)
°
へ
、
一
七
一
五
年
、
カ
ル
サ
ン
ギ
ャ
ム
ツ
ォ
が
ク
ン
ブ
ム
寺
へ
向
か
う
途
上
、
カ
ル
サ
ソ
の
訪
問
と
礼
拝
め
納
受
を
請
求
①
②
④
⑤
Q
●
(2
6
b
4
-
5
,
2
7b
1
,
27
b
4
,
2
8
a
1-
3
)
°
ト
、
カ
ル
サ
ン
の
ほ
う
そ
う
が
癒
え
る
ま
で
ク
ン
プ
ム
入
り
を
延
ば
す
こ
と
を
求
め
る
決
定
に
賛
成
④
⑦
(2
9�
ﾟ
-4
)
。
チ
、
上
記
の
決
定
を
皇
帝
に
伝
達
す
る
使
者
②
⑮
(
b⇒り
9
窃
)
。
リ
、
ク
ソ
ブ
ム
入
り
し
た
カ
ル
サ
ソ
を
礼
拝
①
0
0
0
●
C3
6
a
3
)
°
(
　
)
.
P
5
7
Z
は
ツ
ェ
リ
ン
ラ
プ
テ
ン
に
作
る
。
U
O
に
よ
り
修
正
。
(
N
)
A
7
B
4
C
1
は
P
S
J
Z
、
U
O
と
も
に
テ
ソ
ジ
ソ
ラ
プ
テ
ン
に
作
る
。
ホ
へ
で
は
ロ
サ
ン
テ
ン
キ
ョ
ン
の
名
で
登
場
。
ホ
で
ロ
ブ
サ
ソ
ダ
ン
ジ
ン
A
l
O
B
2
と
共
に
現
れ
る
。
石
濱
氏
は
⑧
に
比
定
。
(
25
)
ia
名
の
A
3
B
2
は
一
七
〇
六
年
に
自
殺
(
佐
藤
一
九
七
三
ー
2
、
恒
蔭
潔
)
し
て
い
る
の
で
別
人
。
ロ
サ
ン
テ
ン
キ
ョ
ン
ラ
プ
テ
ン
が
ロ
で
派
遣
し
た
使
者
で
あ
ろ
う
。
(
26
)
ロ
ブ
サ
ン
ダ
ン
ジ
ン
の
母
ア
ル
タ
イ
カ
ト
ン
の
妹
婿
(
方
十
三
25
右
)
。
(
27
)
不
詳
。
右
翼
に
属
す
。
(
28
)
不
詳
。
右
翼
に
属
す
。
グ
シ
の
第
六
子
ド
ル
ジ
諺
①
薺
こ
の
称
号
を
持
つ
が
、
一
六
九
〇
年
に
死
去
。
(
29
)
和
寧
「
西
蔵
賦
」
図
考
八
31
右
、
衛
蔵
通
志
十
五
21
右
な
ど
。
(
30
)
一
九
五
八
年
の
ダ
ム
は
、
総
計
一
五
〇
〇
戸
1
1
10
0
0
名
が
八
つ
の
部
落
に
わ
か
れ
、
各
部
落
が
そ
れ
ぞ
れ
「甲
本
b
rg
y
a
d
p
o
n
(
百
戸
長
)
」
を
戴
い
て
い
た
(
「当
雄
宗
調
査
報
告
J
p
・
3
10
)
°
戸
数
と
百
戸
長
の
数
が
食
い
違
っ
て
お
り
、
実
際
の
戸
数
と
は
別
に
、
百
戸
が
各
部
落
を
単
位
と
し
た
行
政
組
織
と
し
て
存
在
し
て
い
た
こ
と
が
伺
え
る
。
三
つ
の
百
戸
が
い
つ
増
設
さ
れ
た
か
に
つ
い
て
、
一
七
五
一
年
に
清
朝
が
西
蔵
集
団
を
支
配
下
に
組
み
込
ん
だ
際
、
「頭
目
」
八
人
が
お
り
、
清
朝
は
そ
れ
ぞ
れ
を
「固
山
達
g
�
s�
d
a
(旗
長
)
」
に
任
じ
て
い
る
(乾
隆
十
六
年
三
月
乙
丑
、
、実
三
八
五
18
右
)
。
ま
た
ポ
ラ
ネ
ー
時
代
(
一
七
二
八
i
一
七
四
七
)
に
は
八
〇
〇
名
の
ホ
シ
ョ
ー
ト
騎
兵
隊
が
あ
っ
た
(
西
蔵
記
、
上
23
右
)
。
こ
ら
は
い
ず
れ
も
そ
の
時
に
八
百
戸
制
が
す
で
に
存
在
し
て
い
た
こ
と
を
示
唆
す
る
も
の
で
あ
る
。
よ
っ
て
三
つ
の
百
戸
の
増
設
は
そ
れ
ら
に
先
立
つ
カ
ソ
チ
ェ
ソ
ネ
ー
期
(
一
七
二
〇
i
一
七
二
七
)
に
行
わ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
起
源
の
第
一
の
可
能
性
は
、
ガ
ル
ト
ク
駐
屯
部
隊
で
あ
る
。
第
二
の
可
能
性
は
、
清
朝
の
青
海
征
服
に
よ
っ
て
生
じ
た
ホ
シ
ョ
ー
ト
難
民
で
あ
る
。
「調
査
報
告
」
は
八
つ
の
部
落
の
成
立
に
先
立
っ
て
〃
西
康
"
や
ク
安
多
"
か
ら
多
く
の
牧
戸
が
移
住
し
た
と
い
う
伝
承
を
述
べ
て
い
る
(
「当
雄
宗
調
査
報
告
」
p
.
2
9
4
)
°
ま
た
実
録
に
は
こ
れ
に
対
応
す
る
次
の
よ
う
な
記
事
が
あ
る
(雍
正
九
年
八
月
丁
酉
、
一
〇
九
3
右
)
。
而
黄
河
以
南
蒙
古
、
畏
避
賊
鋒
、
投
奔
近
辺
番
夷
之
地
。
(
;
)
A
T
,
p
.
Q。
卜。
。
稿
二
27
i
28
左
は
「換
防
」
と
す
る
。
(
32
)
M
B
T
J
,
2
2
b
3
-
4
°
(
m
)
M
B
T
J
.(
1
2
a
6
,
1
3
a
2
)
は
タ
シ
ル
ソ
ポ
寺
、
ラ
ダ
ッ
ク
王
統
記
(p
.
59
)
は
ガ
ン
デ
ソ
寺
の
僧
と
す
る
。
(
34
)
M
S
T
J
は
新
妻
の
顔
を
見
せ
に
き
た
と
す
る
(
置
"
ぴ
α
点
目。
巴
)
。
諺
↓
は
ジ
ュ
ン
ガ
ル
の
侵
攻
を
警
告
に
き
た
と
す
る
(
窓
゜
届
や
1
5
5
)
°
(
35
)
康
熙
五
十
七
年
五
月
丁
巳
、
方
五
-
左
・
五
月
戊
午
、
実
二
七
九
2
左
ー
3
右
。
(
36
)
ス
ル
ジ
ャ
の
属
人
。
ス
ル
ジ
ャ
の
従
者
と
し
て
西
蔵
を
訪
問
中
、
ジ
ュ
ン
ガ
ル
の
侵
攻
に
あ
い
捕
虜
と
な
る
。
註
(
49
)
の
捕
虜
移
送
隊
②
の
捕
虜
と
し
て
イ
リ
へ
向
か
う
途
上
脱
走
に
成
功
、
青
海
に
帰
還
す
る
(
稿
六
12
左
ー
15
右
)
。
そ
の
後
チ
ャ
ン
マ
ル
を
戴
い
て
青
海
集
団
を
ま
と
め
、
清
国
よ
り
散
秩
大
臣
に
任
ぜ
ら
れ
る
(
稿
十
八
35
右
-
左
)
(
37
)
流
刑
に
つ
い
て
は
本
文
一
〇
五
-
一
〇
六
頁
及
び
注
(
45
)
～
(
53
)
、
投
獄
に
つ
い
て
は
本
文
一
一
〇
頁
参
照
。
(
00
　
N
o
te
,
p
.
2
7
$
°
(
39
)
漢
文
版
、
蒙
文
版
の
表
伝
九
二
よ
り
。
ラ
サ
ン
体
制
(
一
七
〇
五
i
一
七
二
七
)
の
構
造
と
そ
の
解
体
過
程
に
つ
い
て
=
=
二
一
二
西
(
40
)
同
文
志
二
四
3
左
i
4
右
。
(
　
,)
B
7
D
L
,
7
4
b
2
、
稿
十
七
7
右
。
ゆ
刈
U
U
で
は
こ
の
と
き
称
号
「
ダ
イ
チ
ソ
バ
ー
ト
ル
」
が
与
え
ら
れ
た
と
す
る
が
、
允
繭
奏
摺
は
「代
請
〃
巴
図
爾
"
、名
号
、
賞
蟒
袍
・
元
狐
冠
並
帯
子
等
物
…
」
と
あ
り
、
こ
の
段
階
で
は
申
請
し
た
だ
け
に
過
ぎ
な
い
。
(
42
)
ド
リ
ン
伝
、
p
.
2
1
°
鉄
虎
清
冊
'
rg
y
�
l
r
ts
e
k
h
u
l
gq
y
i
z
h
ib
g
z
h
u
n
g
,
p
.
4
6
4
°
(
43
)
康
熙
五
十
六
年
八
月
壬
午
、
方
四
b。O
左
,
実
二
七
三
霸
左
。
(
4
)
『
巴
音
塔
拉
盟
史
資
料
集
成
』
一
九
四
二
、
p
.
4
2
,
f.
2
,.11.
1
4
-
2
0
(
45
)
ダ
ワ
ザ
イ
サ
ン
は
ラ
サ
ン
が
一
七
一
〇
年
に
青
海
、
カ
ム
を
視
察
さ
せ
た
巡
察
団
に
参
加
し
(
M
C
,
p
,6
2
)
、
リ
タ
ソ
で
は
カ
ル
サ
ン
ギ
ャ
ム
ツ
ォ
の
確
,,,I
を
Z　
い
(
L
7
D
L
,
1
8
a
11.
5
-
6
)
、
ギ
ャ
ル
ト
ソ
で
は
ム
リ
の
領
主
の
支
社
か
ら
〃
叛
徒
"
を
処
断
す
る
よ
う
求
め
ら
れ
て
い
る
(M
C
,
p
p
.
6
2
-
6
3
)
。
(
46
)
①
に
関
す
る
証
言
:
鳴
布
楚
喜
拉
布
那
木
扎
拉
ほ
か
三
人
。
稿
ニ
ー4
右
。
(
47
)
②
に
関
す
る
証
言
-
扎
木
楊
扎
木
巴
、
稿
二
27
左
。
巴
雅
爾
、
稿
二
28
右
L
左
。
同
ハ
稿
二
28
左
ー
29
右
。
車
凌
端
珠
克
、
稿
三
26
右
。
車
凌
乳
布
・
巴
図
蒙
克
、
稿
六
12
左
1
13
左
・
摺
二
31
左
1
32
_
t
o
扎
什
白
馳
・
桑
達
爾
聶
、
稿
七
1
右
・
摺
三
43
左
。
(
48
)
③
に
関
す
る
証
言
-
塔
爾
蘇
海
、
稿
一
24
右
ー
左
,
議
p
p
.
1
7
0
-
1
7
1
°
(
49
)
④
⑤
の
出
発
に
関
す
る
証
言
:
端
多
布
佳
木
錯
、
稿
四
18
右
-
左
。
車
凌
端
珠
克
、
稿
三
26
右
-
左
。
(
50
)
④
に
関
し
て
-
于
二
、
稿
七
21
右
-
左
・
摺
四
13
右
-
左
。
拉
木
b
扎
木
巴
・
孔
克
巴
乳
木
蘇
、
稿
七
24
右
ー
左
・
摺
四
18
左
。
第
巴
.
阿
爾
布
巴
、
稿
七
32
左
ー
3
右
・
摺
四
3
右
ー
左
。
延
信
、
稿
十
四
30
右
。
(
51
)
⑤
に
関
し
て
:
中
鄂
来
、
稿
六
10
右
・
摺
二
26
右
-
左
。
扎
什
白
胞
・
桑
達
爾
聶
、
稿
七
9
左
ー
10
右
・
摺
三
41
左
1
42
右
。
扎
什
白
嗷
・
桑
達
爾
聶
、
稿
七
1
左
1
12
左
・
摺
三
谿
右
-
左
。
(
52
)
⑥
に
関
し
て
・・鳥
巴
什
車
臣
斎
桑
、
稿
八
30
左
1
31
右
,
摺
五
39
右
ー
左
。
胡
爾
敦
、
稿
十
三
13
左
1
14
右
・
摺
十
45
左
ー
46
右
。
(
53
)
杜
拉
爾
倭
木
布
の
証
言
(稿
七
28
左
1
29
右
・
摺
四
26
右
)
。
警
備
兵
六
十
人
、
そ
の
長
は
達
爾
糺
布
、
主
な
捕
虜
、
杜
拉
爾
台
吉
。
康
熙
五
十
八
年
十
二
月
に
ガ
ル
ト
ク
で
カ
ン
チ
ェ
ン
ネ
ー
に
よ
り
騙
し
討
ち
に
合
い
、
達
爾
乳
布
と
三
人
を
除
き
一
行
は
全
滅
。
警
備
兵
の
数
、
生
き
残
っ
た
警
備
長
の
名
な
ど
は
⑥
の
隊
と
類
似
。
(
54
)
注
(
50
)
を
参
照
。
(
5
)
石
濱
一
九
八
八
1
1
、
p
.
1
5
-
1
7
,
注
(
10
)
。
　
s°,
)
A
T
,
p
p
.　1
6
4
-
1
65
°
(
57
)
稿
十
三
15
右
i
16
左
・
摺
十
48
-
51
左
、
稿
十
三
17
右
ー
18
右
,
摺
十
一
1
右
1・
3
右
。
(
58
)
カ
ン
チ
ェ
ソ
ネ
ー
の
妻
二
人
は
一
七
二
七
年
の
ク
ー
デ
タ
の
際
、
ラ
サ
で
殺
害
さ
れ
て
い
る
。
(
ﾟ
;)
M
B
T
J
で
は
、
ガ
リ
部
隊
の
一
部
を
率
い
て
ポ
ラ
ネ
ー
の
指
揮
下
に
は
い
っ
た
よ
う
に
え
が
か
れ
て
い
る
。
(
°
)
'k
h
o
r
d
u
m
a
k
h
a
'a
,
k
o
r
d
u
m
k
h
a
'a
°
M
B
T
J
で
は
「
モ
ン
ゴ
ル
と
三
域
の
軍
」
の
指
揮
官
の
一
人
と
し
て
17
1
b
2
-
3
に
、
北
京
へ
の
使
者
と
し
て
H。
。
縞
に
登
場
。
允
禰
奏
摺
で
は
西
寧
へ
の
使
者
と
し
て
登
場
(
稿
十
三
13
左
～
・
摺
十
45
右
～
)
。
(
61
)
加
藤
一
九
八
三
、
石
濱
一
九
八
八
1
4
。
(
62
)
「
こ
と
が
お
わ
っ
て
の
ち
、
　
切
の
こ
と
は
も
と
の
と
お
り
に
す
る
」
加
藤
一
九
八
三
、
p
p
.
3
3
8
°
P
年
羮
堯
奏
摺
』
(
上
)
、
p
.
7
2
4
,
口
゜
13
-
1
4
°
(
63
)
「取
了
土
白
武
国
、
将
爾
等
内
立
汗
」
加
藤
一
九
八
三
、
p
.
3
2
9
『
宮
中
雍
正
襠
d
p
.
16
5
°
(
64
)
以
下
の
経
過
は
、
エ
ル
デ
ニ
エ
ル
ケ
ト
ク
ト
ネ
イ
の
稟
文
(
康
熙
六
十
年
正
月
二
二
日
、
稿
十
三
1
左
1
12
右
・
摺
十
42
右
1
43
右
)
お
よ
び
延
信
の
報
告
書
(
康
熙
六
十
年
正
月
二
三
日
、
稿
十
四
19
右
ー
23
左
)
に
基
づ
く
。
(
65
)
,康
熙
六
十
年
三
月
十
二
日
晒
稿
十
六
1
左
1
4
右
。
℃
(
6
)
康
熙
六
十
年
五
月
四
日
、
稿
十
七
12
左
ー
13
左
。
(
67
)
康
熙
六
十
年
二
月
二
三
目
、
稿
十
四
26
右
1
26
左
、
稿
十
四
30
左
ー
31
右
。
(
68
)
石
濱
一
九
八
八
1
2
は
ラ
サ
ン
に
敵
対
す
る
傍
系
王
族
と
ジ
ュ
ソ
ガ
ル
と
に
協
力
関
係
が
あ
っ
た
と
い
う
推
測
を
示
し
て
い
る
が
、
そ
れ
を
裏
付
け
る
証
拠
の
証
言
が
あ
る
。
悌
ブ
サ
ン
ダ
ン
ジ
ン
諺
δ
露
の
証
言
〔稿
九
3
右
ー
3
左
冠
テ
ン
キ
ョ
ン
A
5
B
4
C
1
S
証
言
(
稿
三
38
右
ー
39
右
)
。
チ
ャ
ガ
ソ
ダ
ン
ジ
ン
が
ジ
ュ
ソ
ガ
ル
と
連
絡
を
と
か
、
ま
ず
ラ
サ
ソ
を
打
倒
し
て
西
蔵
を
占
拠
し
、
つ
い
で
「
昵
堪
-n
ik
a
n
(
_
清
朝
)
を
攻
撃
す
る
計
画
を
立
て
て
い
た
と
か
、
バ
ル
カ
ム
の
鉄
を
贈
っ
た
と
告
発
し
て
い
る
。
(
69
)
佐
藤
一
九
七
三
1
1
、
p
.4
0
3
-
4
0
4
°
(
70
)
加
藤
一
九
八
三
、
p
p
.
3
3
0
,
3
4
3
注
(
39
)
、
佐
藤
一
九
七
三
ー
1
、
p
.
4
0
6
°
(
71
)
康
煕
六
十
年
二
月
二
十
三
目
、
稿
十
四
19
左
1
32
右
。
(
27
)
康
熙
六
十
年
二
月
二
十
三
日
、
稿
十
四
23
左
1
30
右
。
(
73
)
康
熙
六
十
年
二
月
二
十
三
目
、
稿
十
四
31
左
。
(
47
)
康
熙
六
十
年
二
月
二
十
三
日
、
稿
十
四
31
左
1
32
右
。
(
75
)
稿
二
十
7
右
ー
8
左
・
議
p
p
.
1
9
4-
1
95
°
(
67
)
雍
正
九
年
八
月
戊
申
、
方
二
五
16
左
1
18
左
。
(
7
)
佐
藤
一
九
七
三
、
p
.4
0
9
°
年
羮
堯
、
雍
正
二
年
五
月
十
一
日
付
「条
陳
西
海
善
後
事
宜
摺
」
『
年
羮
堯
専
輯
』
(
下
)
p
.8
6
5
(
78
)
稿
一
25
左
・
議
℃
°
H
諱
。
に
も
登
場
。
(
79
)
稿
十
1」3
0
右
i
左
に
は
ラ
サ
ソ
属
下
の
タ
イ
ジ
「
吹
木
珠
爾
」
と
し
て
名
が
見
え
る
コ
(
80
)
年
羮
堯
、
雍
正
二
年
五
月
十
一
白
付
㍉
条
陳
西
海
善
後
事
宜
摺
」
-年
羮
堯
奏
摺
(
下
)
'p
.
8
6
4
下
左
コ
(
81
)
ト注
(
15
)
、
(
16
)
に
見
え
る
数
字
を
王
族
の
系
統
洌
に
分
類
し
合
計
し
た
も
の
で
あ
る
。
兵
力
、
戸
数
両
方
の
数
字
が
揃
っ
て
い
る
王
族
に
つ
い
て
は
、
兵
力
の
数
を
用
い
た
。
、
r
(
82
)
一
七
一
六
年
、
反
ラ
サ
ン
派
の
チ
ャ
「ガ
ソ
ダ
ソ
ジ
ン
、
ロ
ブ
サ
ン
ダ
ン
ジ
ソ
ら
が
カ
ル
ナ
ソ
ギ
ャ
ム
ツ
ォ
を
擁
し
て
西
蔵
へ
進
撃
す
る
手
始
め
と
し
て
ラ
サ
ソ
派
「
五
家
」
を
攻
撃
し
よ
う
と
し
た
。
清
朝
は
彼
ら
を
威
嚇
し
て
実
力
行
使
を
中
止
さ
せ
・(
康
熙
五
十
四
年
十
二
ラ
サ
ン
体
制
(
一
七
〇
五
ー
一
七
二
七
)
の
構
造
と
そ
の
解
体
過
程
に
つ
い
て
=
一五
ご
ニ
ハ
月
壬
午
、
方
三
6
左
1
7
左
・
実
二
六
六
17
右
1
18
右
)
、
「
青
海
兄
弟
諸
台
吉
」
の
争
W
の
原
因
で
あ
る
カ
ル
サ
ソ
ギ
ャ
ム
ツ
ォ
を
取
り
上
げ
で
、
ラ
サ
ソ
派
か
ら
は
左
翼
の
ア
ラ
ブ
タ
ソ
オ
ソ
ボ
、
右
翼
の
ダ
ヤ
ソ
を
、
反
ラ
サ
ソ
派
か
ら
は
左
翼
の
エ
ル
デ
ニ
エ
ル
ケ
ト
ク
ト
ネ
ぞ
、
右
翼
の
ロ
ブ
サ
ソ
ダ
ソ
ジ
ソ
、
ヂ
ャ
ガ
ン
ダ
ン
、ジ
ン
を
左
翼
・
右
翼
匹
支
配
者
に
で
、、
両
派
の
「
永
遠
和
睦
」
を
期
.待
し
た
(
康
煕
五
十
五
年
閏
三
月
已
卯
、
方
三
21
左
ー
2
左
玩
実
二
六
八
5
.右
)
。
・
補
注
※
チ
ベ
ヅ
ト
人
の
祖
先
と
さ
れ
る
伝
説
の
"
四
大
氏
族
"
の
解
説
、
著
者
の
父
ド
ワ
ソ
バ
ソ
デ
ィ
タ
ー
ゴ
ェ
ド
ゥ
プ
ラ
プ
テ
ソ
が
、
バ
ー
u
セ
ル
ナ
ン
の
最
新
の
転
生
者
で
あ
る
こ
と
の
"
証
明
"
に
続
け
て
カ
ソ
チ
ェ
ソ
ネ
ー
の
事
蹟
の
描
写
が
は
じ
ま
っ
て
い
る
。
五
八
四
頁
十
七
ー
十
八
行
に
は
、
著
者
と
そ
の
父
を
チ
ベ
ッ
ト
人
だ
と
述
べ
て
い
る
よ
う
に
も
解
釈
し
う
る
亠
節
が
あ
る
丁
川
白
館
戒
雲
氏
の
教
示
に
よ
る
〕
が
、
そ
の
一
節
は
「
生
地
を
チ
ベ
ッ
ト
と
す
る
者
」
と
も
読
め
る
。
.
°
※
※
主
と
し
て
T
e
ts
u
o
1VTO
R
I
K
A
W
A
:
O
n
th
e
D
o
cu
m
e
n
ts
o
f
th
e
K
'a
n
g
-
H
si
P
e
r
io
d
o
f
K
�
k
e
Q
o
ta
-
y
in
T
�
m
e
d
Q
o
s
ig
u
(th
e
.T
�
m
ed
B
a
n
n
e
r.,
o
f
K
�
k
e
K
h
o
ta
)
.
T
h
e
F
ifth
E
a
st
A
sia
n
A
lta
ist
ic
C
o
n
fere
n
c
e.
T
a
ip
�
i,
19
80
.
p
.
1
3
4
　
英
訳
に
依
?
た
。
(
